
 

 

 

 

１ にぎわいあふれる商店街 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 にぎわいあふれる商店街において、参考となる取組事例を掲

載しています。 
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(1)北海道 

 

  帯広市中心部１０商店街等（帯広市）・・・・ 4 

 

  札幌狸小路商店街（札幌市）・・・・・・・・ 6 

 

  本郷商店街（札幌市）・・・・・・・・・・・ 8 
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「北の屋台」によるまちなかコミュニティづくり

■ 事業実施の背景 

北海道帯広市は肥沃な畑作地帯が広がる十

勝平野の中心に位置し、農業を基盤とする田

園都市として十勝経済の中核を担い発展して

きた。 

市内中心部は、JR 帯広駅前通りを中心に商

店街が形成され、昭和４０年代に入り街路（通

り）ごとに商店街組合の組織化が進み、文字

通りまちの中心（帯広市の顔）として栄えて

きた。 

しかし、モータリゼーションの進展に伴い

市街地が拡散し、郊外の宅地開発が進むなか

で、大型小売店の郊外出店が相次ぎ、中心部

の人通りも減少の一途をたどり、商店街には

空き地・空き店舗が目立つようになってきた。 

このため、行政は平成１２年度策定の「帯

広市中心市街地活性化基本計画」において、

①人と人のネットワークによる魅力づくり、

②中心市街地の魅力向上のための商業・交流

等の核となる施設の充実、③高齢者などすべ

ての人が暮らしやすいまちづくり、④中心市

街地の魅力を相乗的に高めるための商業活性

化事業の実施等を目標に掲げ、中心市街地の

活性化への支援を行ってきた。 

②「まちなか宝くじセール」 

中心市街地の商店主らが「中心部活性化協議会」

を組織し、廃材を活用したイス・テーブルを駅前

通りに設置し、まちを訪れる市民向けに憩いの場

を提供しているほか、平成１７年度には中心部１

０商店街が協力して初の合同事業として「まちな

か宝くじセール」を実施するなど中心部への買い

物客の集客を図っている。 

③行政の取組 

行政では中心市街地への都市機能集約の取り組

みとして、市立図書館をＪＲ帯広駅南口へ新築移

転したり、まちなか居住の促進として借り上げ公

営住宅の整備を行ったりしている。 

 

■ 事業の効果 

「北の屋台」は、中心市街地の魅力と賑わいを

創り出すことはもちろん、少ない投資で開業でき

るメリットがあることから、新たな起業に挑戦す

る人を育成し、商業の担い手を育てる役割も果た

している。屋台の第一期卒業生の中には、中心部

の空き店舗に本格的に開業した者もいる。現在二

期目を迎え、年間１８万人の来客と売上３億円を

超える市内の人気スポットとなっている。また、

「エバーハウス菜の花」で実施している子育て支

援サークルでは世代を超えたコミュニケーション

の輪が広がり高齢化社会に対応した生きがいのあ

るまちづくりに貢献している。 

 

■ 事業の課題・反省点 

「北の屋台」は、夜型の業態であり、各店は夫

婦だけの経営など規模が小さいため、昼から夜中

まで長時間営業できる体制になく、昼間の賑わい

につなげるためにも「物販の活用」と「イベント」

との連携が今後の課題となっている。 

一方、中心部商店街の合同事業は、リピーター

の集客が課題であり、合同事業として実施した「ま

ちなか宝くじセール」で生まれた商店街の連帯感

が、中心部のメインストリートを舞台に計画され

ている「歩行者天国」事業の原動力となるなど、

今後とも商店街の連携による集客力アップに繋が

る事業の企画立案が期待される。 

なかでも、ＴＭＯ関連事業である「北の屋台」

は、民間の自由な発想で生まれ、寒さの厳しい北

海道では不可能と言われていた屋台村を実現し、

帯広の屋台がモデルとなり全国の屋台ブームの

火付け役となった。このほかＴＭＯ関連事業であ

る高齢者下宿「エバーハウス菜の花」は、高齢者

に安心して生活できる場所を提供するだけでは

なく、中心街を多世代の人々が活発に行き交う街

にしたいとの思いから商業者の発案によりビジ

ネスホテルを全面改装してオープンした。 

また、中心部１０商店街でも、これまで個別に

行なってきた活性化事業を、さらに効果的なもの

へと発展させようという連携・協力のもと、まち

なかの魅力アップ、賑わいの創出を図るため、大

規模なイベントを共同で行った。 

 

■ 事業の概要 

①「北の屋台」 

「北の屋台」は、「帯広のまちを良くしたい、

中心街に賑わいを取り戻したい、もっと場所の特

性を活かした特色あるまちづくりを」と願う市民

が集まって、2 年半の調査、研究を経て、商いの

原点である「屋台」というキーワードにたどりつ

いた。日本全国や海外の屋台を視察するなど、帯

広型オリジナル屋台づくりを目指し、北国の寒さ

や法律の壁など様々な問題を乗り越え、平成１３

年７月にオープンした。１８軒の屋台は、上下水

道、電気、ガスが完備され、今までにない衛生的

な屋台となり、通常の飲食店と同じようなメニュ

ーを出すことが可能となった。また、食材につい

ても地元の農家との強い連携により、地元で採れ

た新鮮な食材を使い、まさしく“地産地消”を実

践している。 

帯広市中心部１０商店街等 
○帯広中心部１０商店街 

平原通、広小路、大通、東銀座、栄通、西一条中央、名門通

の７商店街、駅前東、北平原通の２商店会及び都通り振興会

・所在地：東西は帯広市大通～西３条、 

南北は南６丁目～１２丁目 

・会員数  ：約４００人 

・商店街の類型：広域型商店街 

・関連ＵＲＬ：【帯広市商店街振興組合連合会】 

h ttp ://w w 6 .et.tiki.n e.jp/~ob sin ren / 

○北の起業広場協同組合（北の屋台） 

・所在地  ：帯広市西２条南９丁目１６番地  

・関連 U R L ：【北の屋台】 

       h ttp ://w w w .kitan oyatai.com / 

○ラブサム協同組合（エバーハウス菜の花） 

・所在地  ：帯広市西１条南８丁目９番地  

・関連 U R L ：【エバーハウス菜の花】 

h ttp ://n an oh an a.serio.jp /   

  
都市機能の集約を目指した新市立図書館 

 

 

１０商店街合同事業「まちなか宝くじセール」 

北海道 

 

 
寒さの厳しい北海道において不可能とされていた「屋台」を新たな発想に 
より創り上げ帯広モデルとして全国に発信。 

○！  ここがポイント 
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「北の屋台」によるまちなかコミュニティづくり

■ 事業実施の背景 

北海道帯広市は肥沃な畑作地帯が広がる十

勝平野の中心に位置し、農業を基盤とする田

園都市として十勝経済の中核を担い発展して

きた。 

市内中心部は、JR 帯広駅前通りを中心に商

店街が形成され、昭和４０年代に入り街路（通

り）ごとに商店街組合の組織化が進み、文字

通りまちの中心（帯広市の顔）として栄えて

きた。 

しかし、モータリゼーションの進展に伴い

市街地が拡散し、郊外の宅地開発が進むなか

で、大型小売店の郊外出店が相次ぎ、中心部

の人通りも減少の一途をたどり、商店街には

空き地・空き店舗が目立つようになってきた。 

このため、行政は平成１２年度策定の「帯

広市中心市街地活性化基本計画」において、

①人と人のネットワークによる魅力づくり、

②中心市街地の魅力向上のための商業・交流

等の核となる施設の充実、③高齢者などすべ

ての人が暮らしやすいまちづくり、④中心市

街地の魅力を相乗的に高めるための商業活性

化事業の実施等を目標に掲げ、中心市街地の

活性化への支援を行ってきた。 

②「まちなか宝くじセール」 

中心市街地の商店主らが「中心部活性化協議会」

を組織し、廃材を活用したイス・テーブルを駅前

通りに設置し、まちを訪れる市民向けに憩いの場

を提供しているほか、平成１７年度には中心部１

０商店街が協力して初の合同事業として「まちな

か宝くじセール」を実施するなど中心部への買い

物客の集客を図っている。 

③行政の取組 

行政では中心市街地への都市機能集約の取り組

みとして、市立図書館をＪＲ帯広駅南口へ新築移

転したり、まちなか居住の促進として借り上げ公

営住宅の整備を行ったりしている。 

 

■ 事業の効果 

「北の屋台」は、中心市街地の魅力と賑わいを

創り出すことはもちろん、少ない投資で開業でき

るメリットがあることから、新たな起業に挑戦す

る人を育成し、商業の担い手を育てる役割も果た

している。屋台の第一期卒業生の中には、中心部

の空き店舗に本格的に開業した者もいる。現在二

期目を迎え、年間１８万人の来客と売上３億円を

超える市内の人気スポットとなっている。また、

「エバーハウス菜の花」で実施している子育て支

援サークルでは世代を超えたコミュニケーション

の輪が広がり高齢化社会に対応した生きがいのあ

るまちづくりに貢献している。 

 

■ 事業の課題・反省点 

「北の屋台」は、夜型の業態であり、各店は夫

婦だけの経営など規模が小さいため、昼から夜中

まで長時間営業できる体制になく、昼間の賑わい

につなげるためにも「物販の活用」と「イベント」

との連携が今後の課題となっている。 

一方、中心部商店街の合同事業は、リピーター

の集客が課題であり、合同事業として実施した「ま

ちなか宝くじセール」で生まれた商店街の連帯感

が、中心部のメインストリートを舞台に計画され

ている「歩行者天国」事業の原動力となるなど、

今後とも商店街の連携による集客力アップに繋が

る事業の企画立案が期待される。 

なかでも、ＴＭＯ関連事業である「北の屋台」

は、民間の自由な発想で生まれ、寒さの厳しい北

海道では不可能と言われていた屋台村を実現し、

帯広の屋台がモデルとなり全国の屋台ブームの

火付け役となった。このほかＴＭＯ関連事業であ

る高齢者下宿「エバーハウス菜の花」は、高齢者

に安心して生活できる場所を提供するだけでは

なく、中心街を多世代の人々が活発に行き交う街

にしたいとの思いから商業者の発案によりビジ

ネスホテルを全面改装してオープンした。 

また、中心部１０商店街でも、これまで個別に

行なってきた活性化事業を、さらに効果的なもの

へと発展させようという連携・協力のもと、まち

なかの魅力アップ、賑わいの創出を図るため、大

規模なイベントを共同で行った。 

 

■ 事業の概要 

①「北の屋台」 

「北の屋台」は、「帯広のまちを良くしたい、

中心街に賑わいを取り戻したい、もっと場所の特

性を活かした特色あるまちづくりを」と願う市民

が集まって、2 年半の調査、研究を経て、商いの

原点である「屋台」というキーワードにたどりつ

いた。日本全国や海外の屋台を視察するなど、帯

広型オリジナル屋台づくりを目指し、北国の寒さ

や法律の壁など様々な問題を乗り越え、平成１３

年７月にオープンした。１８軒の屋台は、上下水

道、電気、ガスが完備され、今までにない衛生的

な屋台となり、通常の飲食店と同じようなメニュ

ーを出すことが可能となった。また、食材につい

ても地元の農家との強い連携により、地元で採れ

た新鮮な食材を使い、まさしく“地産地消”を実

践している。 

帯広市中心部１０商店街等 
○帯広中心部１０商店街 

平原通、広小路、大通、東銀座、栄通、西一条中央、名門通

の７商店街、駅前東、北平原通の２商店会及び都通り振興会

・所在地：東西は帯広市大通～西３条、 

南北は南６丁目～１２丁目 

・会員数  ：約４００人 

・商店街の類型：広域型商店街 

・関連ＵＲＬ：【帯広市商店街振興組合連合会】 

h ttp ://w w 6 .et.tiki.n e.jp/~ob sin ren / 

○北の起業広場協同組合（北の屋台） 

・所在地  ：帯広市西２条南９丁目１６番地  

・関連 U R L ：【北の屋台】 

       h ttp ://w w w .kitan oyatai.com / 

○ラブサム協同組合（エバーハウス菜の花） 

・所在地  ：帯広市西１条南８丁目９番地  

・関連 U R L ：【エバーハウス菜の花】 

h ttp ://n an oh an a.serio.jp /   

  
都市機能の集約を目指した新市立図書館 

 

 

１０商店街合同事業「まちなか宝くじセール」 

北海道 

 

 
寒さの厳しい北海道において不可能とされていた「屋台」を新たな発想に 
より創り上げ帯広モデルとして全国に発信。 

○！  ここがポイント 
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防犯カメラを備えたアーケード 
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安全・安心まちづくりを商店街の手で 

■ 事業実施の背景 

狸小路商店街は、札幌市の中心部に位置し

ており、平成１５年で誕生１３０年を迎えた。

昭和５７年には新アーケード、カラー舗装を

整備し、平成１４年には、防犯カメラと各種

情報発信できるＬＥＤサインボードを設置す

るなど、来街者が安心してお買い物ができる

環境づくりに取り組んできた。 

狸小路商店街では、街区内道路の適正な利

用と、来街者や地域住民が安心してショッピ

ングやレジャーを楽しめる様に安全性の確保

に従来から取り組んで来た。近年、当街区及

び周辺街路上において、迷惑なつきまとい行

為、露天、ビラ配りが散見されてきたのに鑑

み、来街者や地域住民に快適な歩行空間を提

供するべく、組合員、警察、札幌市が一体型

組織である「自主巡回活動組織委員会」を立

ち上げた。組織としては、組合三役と常設委

員会の１組織の総務委員会で構成し、管轄交

番所長と札幌市中央区土木部長に顧問を委嘱

のうえ連携して活動している。 

■ 事業の概要 

１．事業活動 

①巡回指導活動 

商店街路の適正な利用を図るべく巡回し、改善

等を要するものは口頭や書面による要請によっ

て安全な歩行環境の維持を図っている。 

〈指導重点項目〉 

道路の不法占用、車両の乗り入れ違反、放火防止

対策、のぼり・旗用の土台設置ラインの遵守 

②自主防犯活動 

商店街内の街頭における迷惑行為は当事者に口

頭や禁止要請文による排除等の要請を行い、犯罪

や事故のない安全・安心で明るい商店街環境づく

りを図っている。 

〈指導重点項目〉 

勧誘スカウト及びつきまとい行為、キャッチセー

ルス行為、迷惑ビラ（ピンクビラ）等の配布行為、

不安を覚えさせるようなやり方での他人へのア

ンケート行為、大道での商い・演芸などの行為、

工作物等に対する落書き行為、工作物等に対する

ポスター等の無断貼付け行為 

③自主規制 

商店街内の街頭における自店の宣伝行為である

ビラ配り等については、組合が計画する催事以外

の、ビラ配り、呼びかけ、立て看板持込み行為等

の自粛申し合わせ事項の周知徹底と遵守を啓発

し、快適で安心して買い物の出来る商店街環境づ

くりを推進している。 

〈規制項目〉 

宣伝ビラ等の配布行為、一般通行人や来街者への

呼びかけ行為立て看板の持込み行為 

〈自主規制の周知方法〉 

協力要請書配布、メッセージボードによる表

示、街頭放送等による徹底。 

 

 
安全・安心の街へ、商店街が中心となって防犯警備を行い快適な歩行空間
を確保。 

○！  ここがポイント 
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２．実績 

狸小路商店街自主巡回活動組織委員会会議

の開催・街区環境の現況認識と問題点の検討

及び次回の自主巡回活動時の方針策定を行っ

た。 

〈自主巡回活動実施〉 

・巡回活動は組合員主体で行い、警察官や市

の担当官はサポートが基本。 

・参加人員は毎回約２０人が一団となって行

動。 

・巡回日時は組合員には開示はしないで普段

の環境下で実施。 

・深夜街区環境視察の実施。自主規制に抵触

する店には個別指導を実施。 

 

■ 事業の効果 

組織を構築してから２年が経過、徐々にで

はあるが環境の改善には効を奏しているとと

もに、街区の店主からは、担当役員の取組姿

勢と警察、市とが一体となった定期的な自主

巡回活動には高い評価があり、地域住民の連

帯感の強化と防犯意識の高揚が見られる。 

 

■ 事業の課題 

・地域団体との連携強化 

当商店街は中心部にある５商店街と「安

全・安心まちづくり推進協議会」を組織し連

携した活動をしているが、単組で発生した事

例を全体の枠でとらえて検討し、更に効率の

良い活動によって効果を増幅したいと考えて

いる。 

・街区内に恒常的施設の検討 

自主巡回活動組織委員会の目的は商店街の

安全・安心な環境作りが主であるため、概し

て指導や取締等のネガティブ要因が高いが、

他面、旅行者のガイド役や休憩所、警察や種々

ボランティアの立ち寄り所、催事などの連絡

中継所など、ポジティブな考えを含めた多目

的利用施設の設置が出来ないかを検討してい

るところである。 

札幌狸小路商店街 
所在地    ：札幌市 

組合員数   ：１７６名 

商店街の類型 ：超広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .tan u kikoji.or.jp / 

 

 

警察・自治体と一体となった警備体制 

北海道 

各種情報発信のできるＬＥＤサインボード 

                                            - 7-  



 

 

 

 

 

  

 

 きれいな街並みの商店街 
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海
道
札
幌
市 
本
郷
商
店
街 

魅力的なまちづくりを目指して 

■ 事業実施の背景 

本郷商店街は、昭和 3 9 年 8 月に札幌市内で第

4 番目の法人組合として設立された。その後、組

合誕生の功労者の胸像建立、創立 1 0 周年におけ

る地域住民や組合員が集える場所として「本商セ

ンタービル」を建設した。 

更に、昭和 5 2 年からは商店街近代化事業に積

極的に取り組み、歩道部分のロードヒーティング

化や街路樹や花壇の設置などを行い、道内初のシ

ョッピングモールが誕生した。このモールは、車

道を一方通行に規制し、歩道スペースを広くと

り、至る所にベンチを配置し、ゆったりとショッ

ピングが楽しめる憩いのある商店街となってい

る。ソフト事業においても、自由にお店のトイレ

を使用できるようにしていたり、無料貸し出しの

傘を用意しているなど来街者に配慮した快適な

ショッピング空間を作り出している。また、北海

道の初夏の風物詩である Y O S A K O Iソーラン祭

りの会場にもなっており、踊り手と一体となれる

迫力ある会場となっている。 

本郷商店街も、車社会への急激な移行及び地下 

鉄の開通、加えて大型店の郊外進出と厳しい環境

に直面したが、このように地域と密着して歩む商

店街として、町内会を始め地域住民の皆様と連

携・協力体制を整え、花と緑に囲まれた美しい商

店街づくりに日々努力を続けている。 

 また、平成１６年度には、他に先駆けてカーシ

ェアリング事業を受入れ、地域と環境にやさしい

商店街としての取組みも推進している。 

 

■ 事業の概要 

①環境整備事業 

 ・商店街の環境美化（フラワーポットの設置、

商店街の清掃、ゴミ分別の徹底） 

・車道の除・排雪の実施 

 ・ロードヒーティングの実施 

②定常的に実施する事業（イベント事業） 

 ・本郷スノーフェスティバル（2 月） 

・さくら祭り（5 月） 

・Y O S A K O Iソーラン祭り（6 月） 

・夏まつり萬蔵祭（8 月） 

・秋の味覚広場（1 0 月） 

・歳末大感謝セール（1 2 月） 

③販売促進に係わる広報事業 

・「本郷商店街」の月 1 回発行 

 ・「本郷かわら版」の隔月発行 

④地域住民と商店街との連携を図る事業 

 ・イベント事業における連携 

 ・小中学校生徒の体験販売実習の受入れ 

⑤カーシェアリング事業の普及促進 

 ・一台の車を複数の者で共同利用するカーシェ

アリングの実証実験を本商店街を舞台に展

開 

 

 
歩行者に優しい街並み作りと「ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り」など年間を
通したイベントによる魅力的な商店街づくり。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

①商店街のイメージ向上 

年間を通して実施するイベントは、「本郷か

わら版」の新聞折込等での紹介により、地域住

民を始め近隣からの来街者が多く、終日賑わい

を見せ、地域になくてはならない催しとなって

いる。 

また、冬期間における歩道のロードヒーティ

ングは、快適な歩行空間を確保しており、さら

に、環境美化活動の展開により、地元の小中学

校からは体験学習の一環として商店街の清掃

に積極的に参加があるなど、きれいな商店街と

してのイメージアップにつながっている。 

②空き店舗への出店 

当商店街のイメージ向上に伴い、空き店舗へ

の出店により組合員の減少に歯止めをかけて

おり、商店街のマイナスイメージを払拭する結

果となっている。 

 

■ 事業の課題 

①事業の自立化 

イベントを中心とした事業については、組合

員及び協賛企業の協力で実施しているが、必要

経費に見合った収入を確保することが今後の

課題となっている。 

②連携体制の強化 

個人商店が多いため、事業実施に当たっては

組合員の協力体制が整わない面がある。大規模

なイベントではアルバイトを採用してきたが、

これからは組合員の協力体制を強化する必要

がある。 

本郷商店街 
所在地    ：札幌市 

組合員数   ：１５１名 

商店街の類型 ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w 3 .ocn .n e.jp /~h on gou /

 

 

 
迫力ある Y O S A K O Iソーラン祭り 

 

 

 
商店街を舞台に展開されているカーシェアリング事業 

北海道 
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肴町春まつりの様子 
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全蓋
ぜんがい

アーケードを利用したソフト事業の充実 

■事業実施の背景 

秀峰岩手山を背に、市街地を悠々と幾筋

の川が流れる盛岡市は、南部氏による盛岡

築城以来 4 0 0 余年、現在は岩手県の県庁所

在地、北東北の交通の要衝として、たゆみ

なく歩みつづけている。 

市内には約 4 0 の商店街があり、それぞれ

が地域商業の核として、重要な役割を担っ

ている。 

特に盛岡市肴町商店街は、盛岡の中心市

街地内商店街の一つであり、盛岡の歴史的

なたたずまいを最も色濃く残す地区に存在

し、江戸時代より今日まで繁栄を続けてい

る。 

来街者は女性や壮年老年層の構成が高

く、商店街周辺には現在も住宅・マンショ

ンが多く立ち並んでいることから、同商店

街は最寄品、買回り品の店舗が多い構成と

なっており、「地域の台所」としての役割を

担い続けている。 

また、アーケード北東側には商店街の核

として大型店が立地し、更に、商店街周辺

には盛岡バスセンターが立地していること

で、集客力は市内広域に及ぶ。 

しかしながら、他の市内商店街同様、モータリゼー

ションの進展や盛岡市周辺の郊外型大型店の増加に

伴う商業環境の著しい変化の只中にさらされ、空き店

舗の急増は見られないものの、商店街構成店の売上高

は前年度を上回ることが難しい状況に置かれている。

 これに対し、同商店街では、商店街の魅力の根源は

「個店の魅力」にあるとして、魅力ある個店づくりを

進めながら、同商店街の若き後継者集団肴町商店街振

興組合青年部「４Ｓ会
よんえすかい

」と連携して、新たなイベント

の企画や来街促進につながる情報の発信を、「全蓋
ぜんがい

ア

ーケード」というハードを活用して展開している。

全蓋
ぜんがい

アーケードは、昭和 5 8 年に完成したものを、平

成 1 3 年にリニューアルを行っている。その際、バリ

アフリーに配慮して段差を無くした路面改修を行い、

更にカラー舗装や、大型ヴィジョン、北東側入口の広

告掲示板等が新たに設置された。これらは、同商店街

が開催するイベントの集客向上にも大きく役立って

いる。 

 

■ 事業の概要 

 開催している各種催事は以下のとおり。 

・ 肴町ワゴンセール 

・ 肴町ほっとイベント～ゴーゴーキッズ 

・ 肴町春まつり 

・ 肴町ゴールデンウィークフェスティバル 

・ ４Ｓ会ゴーゴーキッズ子供フェスティバル 

・ 肴町チャグチャグ馬コ祭り 

・ 肴町夏まつり 

・ 盛岡七夕祭り 

・ 夜の八幡参り 

・ 盛岡フラッグアート展 

・ 動物いのちの会岩手による「犬猫の譲渡会」

・ キッズマート 

・ 肴町・ジョイ・中三合同大えびすセール 

 

 

盛岡市内の商店街で唯一設置されている「全蓋
ぜんがい

アーケード」の下、各種イベ
ントを開催し、市民に広く親しまれる商店街へ。 

○！  ここがポイント 
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・ 「肴町らっぱ隊」によるクリスマスパレード 

・ 肴町初売りイベント 

・ 肴町節分祭 

・ 肴町ほっとイベント（キッズクラブ卒業式～

卒業証書授与等） 

 このように、年間を通じて間断なくイベントを開催

して誘客し、地域でも「肴町では何かが行われている」

という認識が定着している、このような状況を作り上

げた同商店街の優位点として以下の点が挙げられる。 

・ バスセンターが近くにあり、郊外から来る客

の利便性が高い。 

・ 盛岡で唯一全蓋
ぜんがい

アーケードを設置している。 

・ 共同販促など、商店街の核店舗としての中三

デパートと連携が保たれている。 

・ 会員 2 0 万人を数える協同組合ＪＯＹを設立

し、ＪＯＹカードを活用した顧客確保に積極

的。 

・ イベントを相互に主催するなど、商店街組合

と青年部の活動の連携が円滑である。 

 雑多な要素を上手に取り入れ、活力ある商店街とし

て市民に親しまれている。 

 

■ 事業の効果 

商店街が実施する上記イベント開催時には、情報誌

の新聞折込やＴＶの生活情報番組での告知などを活用

して、広く周知を図っている。このことから、来街者

は地元住民だけでなく、市内全域に広がっている。 

商店街では、来街者の満足度を高めるため、通りを

楽しく活用する工夫を続けている。ここから、商店街

内の個店への集客に繋げている。 

 

■ 事業の課題 

今後の課題として、①利用者の増加したＪＯＹカー

ドシステムの更新、②歴史的建造物や近郊を流れる中

津川など自然との取組み、③おもてなしの心に溢れた

個店の接客、④新しい時代の情報発信コンテンツの充

実、などが挙げられる。 

 

 

盛岡市肴
さかな

町
ちょう

商店街 
 

所在地    ：盛岡市 

会員数    ：8 3 名 

商店街の類型 ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .sakan ach o.com / 
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街ナビ仙台フラッグを商店街に掲出 
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ＱＲコードを利用した情報発信事業 

■事業実施の背景 

宮城県仙台市は、1 6 0 1 年伊達政宗公によ

り城下町として開かれ、永年にわたり東北地

方における経済、行政の中枢都市として発展

を続けている。清流広瀬川やけやき並木に見

られる美しい景観から「杜の都」と親しまれ、

文化・学術的な土壌から「学都」としても有

名である。 

仙台市中心部のアーケード街は、ＪＲ仙台

駅前からＴ字型に広がり、中央通りの名掛丁

商店街、クリスロード商店街、おおまち商店

街、東一番丁通りのサンモール一番町商店街、

一番町一番街商店街、一番町四丁目商店街、

計６つの商店街で形成されている。 

同商店街一帯は、1 0 0 万都市に相応しい高

度な都市景観を保ち、東北最大の店舗集積に

より、休日には近県から幅広い年齢層の買物

客を集めている。また、東北の夏の風物詩「仙

台七夕」や歴史情緒あふれる「青葉まつり」、

市民協働による「定禅寺ストリートジャズフ

ェティバル」「光のページェント」等が盛んで、

重要な観光資源の一つとなっている。 

しかしながら、近年は、社会情勢や消費形

態の変化により、中心部の商店街も一店あた

りの売上げが低迷し、厳しい経営環境にさら 

されている。長年「商都仙台」の顔として顧客に

親しまれてきた「老舗店舗」の中にも閉店するも

のが増えてきた。その後続には全国チェーン等が

入店するなど、空き店舗にはならないものの、個

性とバランスある街並みが失われ、商店街の次世

代を担う組織力の低下が危惧されている。 

 こうした問題に対し、同商店街は、一店一店が

魅力ある店づくりを行うとともに、商店街として

も多彩な専門店の集まりとして連携を深め、利便

性や安全性を追及し、更なる集客を図っていかな

ければならないと考えた。 

 そこで着目したのは、約 6 0 0 店舗の商業集積

を活かした新しい情報発信である。各店や商店街

ごとのホームページだけでなく、街を訪れた際に

携帯電話から簡単にお店や街の情報を取り出す

ことができれば、実用性ははるかに高い。また、

街を訪れる人の安全のためには、高い確率で再発

するとされる宮城県沖地震に備え、防災情報や避

難場所の案内を適切に行う必要があると考えた。

 

■ 事業の概要 

 仙台市中心部は先述のとおり、来街者も多く、

街の賑わいが形成されている。しかし、郊外の大

型店との競争は厳しい。同商店街では、ひとりで

も多くのお客様に訪れてもらうため、中心部なら

ではの魅力ある仕掛けとして、仙台市中心部の６

商店街が共同し、携帯電話のＱＲコード（二次元

バーコード）の読取機能を活用して、計約６００

店舗の住所や商品などの情報を提供するインタ

ーネットサイト「街ＮＡＶＩ〈ナビ〉仙台」を平

成 1 7 年 1 2 月 1 日から開設した。 

「街ナビ仙台」では、まず、各商店街の紹介、参

加店とコード一覧などを記載したＡ４判、５７頁

の冊子を店頭などで配布した。この冊子やホーム

ページからＱＲコードを読み取ると、約 6 0 0 店

 

約 6 0 0 店舗の情報を携帯電話でも簡単に呼び出せるサイトの立上げ。 
ホスピタリティの提供によるさらなる集客と賑わいの創出。 

○！  ここがポイント 

-14-                                           



舗のそれぞれの情報や６商店街情報、仙台市の観

光情報、駐車場情報、災害等いざという時のため

の情報など、お好みのサイトへと展開する。また、

開設に合わせ、オープニングセレモニー、体験イ

ベントなどの催しを行って、積極的に「街ナビ仙

台」をＰＲするとともに、答えを探しに商店街に

実際に繰り出していくような内容も盛り込んだ、

サイト内でのクイズラリーも実施した。 

 

■ 事業の効果 

この「街ナビ仙台」は、中心商店街の集客力向

上と活性化のために、年々機能の高度化が進む携

帯電話を活用しながら、先行して同様のサイトを

単独で設けていたクリスロード商店街の取組みを

複数の商店街が協力して地域全体の取組みへと拡

げていったものである。中心市街地の活性化のた

めには、問題意識を共有する商店街が協力して取

り組んでいくことが不可欠であり、その意味で、

中心市街地の各商店街が共通の危機意識の下に共

同の事業を行った意義は大きい。 

「街ナビ仙台」の実施と商店街の人通り、売上

げ等との間で明確な関係を見出すことは困難であ

るが、「街ナビ仙台」のサイトには、開設以後、平

均して月間 5 0 0 0 超のアクセスがあることから、

中心商店街からの情報発信という点において、一

定の効果は上がっていると評価できる。 

 

■ 事業の課題・反省点 

このようなサイトを継続して運営していく上で

最も重要なことは、情報の新鮮さを保つことであ

り、商店街のみならず、個々の店舗が常に最新の

情報を掲載するよう、努力を続けていくことが必

要である。また、実際に商店街に訪れたくなるよ

うな仕掛けを常に念頭に置きながら、サイトを運

営していくことも欠かせない。 

今後も様々な分野で技術革新が進み、それに伴

って人々の生活様式も変化していくことが予想さ

れるので、商店街としても、このような時代の流

れを的確に捉えながら、商店街の魅力を高め、一

層の活性化に努めていかなければならない。 

仙台市内６商店街 
 

一番町一番街商店街 

一番町四丁目商店街         

おおまち商店街 

クリスロード商店街 

サンモール一番町商店街 

名掛丁商店街             街ナビ仙台ＱＲコード 

 

所在地    ：仙台市中心部 

会員数    ：６商店街 5 3 0 店 

商店街の類型 ：中心市街地内商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://n avi-s.com /in d ex.h tm l 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
街ナビ仙台オープニングイベント 

宮城県 
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ほっとなる広場を核とした連携による賑わい創出

■ 事業実施の背景 

大型量販店が撤退した跡地を、商店街が平

成5年から借り受け、イベント広場として利

用してきた。その広場が、平成1 5 年に山形

市七日町土地区画整理事業により都市公園

『ほっとなる広場』として生まれ変わった。 

 商店街の真中に位置するこの広場を活用

して、賑わい創出の拠点として各種事業を

展開している。 

 賑わい創出事業として、毎週定例の事業

から、毎月定例のもの、その他スポット的

なイベントを、市内を中心とする各種団体

との連携により年間約 7 0 回開催し、その

効果を倍増させることに成功している。 

 イベント参加者がイベントの仕掛け人と

なることにより、自分の街としての意識付

けにも大きな期待がもてる。 

■ 事業の概要 

①ほっとなる朝採り金曜市 

・市内近郊の農家を中心に毎回 2 6 組の出店。 

・その日の朝に採れた野菜が中心。その他自分達で

作った漬物や惣菜を販売。 

・毎月第３金曜日には牛肉も販売。 

②LIV E  S T A G E  S E V E N  

・毎月第 3 日曜日に開催。 

・エントリーによりアマチュアバンド４組の演奏。

・年間投票によりトップのバンドをコミュニティ

FM との連携により、東北全域で C D デビュー。

③ほっとなるフリーマーケット 

・毎月第４日曜日に 1 2 組の参加で実施。 

・平成５年から続く人気イベント。 

④ほっとなるナイトバザール 

・毎年 7 月と 1 2 月の第２土曜日に開催する夜間営

業促進のための一大イベント。 

・県内各市町村との連携によるブースの出店。 

⑤老舗料亭鍋祭り 

・毎年２月第 1 日曜日に市内老舗 3 料亭との連携

により老舗特製の鍋料理販売。 

⑥新春初売りつきたて餅振舞い 

・毎年１月２日に地元民俗芸能伝承団体との連携に

より「出羽餅つき道」の演舞と振舞い。 

⑦キッズイベント 

・第２日曜日を中心に子供向け参加型イベントを実

施。 

⑧モンパルナス広場 

・毎年５月５日に七日町大通りで、はたらく車大集

合のイベントがあり、それに合わせ地元芸術系大

学生との連携により子供似顔絵コーナーを設置。

⑨その他 

 

 
商店街の真中に核的広場を整備。地元農家をはじめとして各種団体との連携に
より賑わい創出へ。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

①楽しい街としての認知度アップ 

  定期的なイベントにより、あの街は何か楽しい

ことをやっているというイメージを持ってもらう

ことで、来街動機に結びつけることができた。 

②各種団体との連携による街づくりへの協力者増加 

  連携先の方々がイベントを通して、自分達の街

であることの意識付けができ、市民と一体となっ

た街づくりへの協力者が増えている。 

③各店独自の取り組みを推奨 

  イベントにより集客を図り、その顧客を各店独

自の取組みにより来店販売に結びつけることを推

奨することで、実際に売上が大幅に伸びた店も出

ている。 

④連携により費用対効果が向上 

  独自イベントよりも費用が抑えられ、実施効果

は上がるという状況になっている。  

 

■ 事業の課題 

①定期的＝マンネリの脱却 

  認知されるためには定期的な開催が必要である

が、逆の意味からマンネリ化しないように、随時

内容の検討を行う必要がある。 

②事業実施資金の確保 

  賑わい事業を継続実施するための自己資金を確

保するために、商店街財政基盤の強化を図る必要

がある。 

③雨天時等の対応 

  広場に屋根がないため、雨天時の対応について

ハード面からも検討が必要である。 

④安全な歩行空間の整備 

  商店街に国道が通っており通過車両も多いた

め、歩行者が安心安全に街歩きを楽しめるように

国道の移管等を含めた検討が必要。 

⑤各店での積極的な取り組み 

  商店街がいくらイベントで集客しても個店が何

もしなければ売上はあがらないので、積極的にイ

ベントを活用してもらうようにする必要がある。 

七日
なの か

町
まち

商店街 
所在地    ：山形市 

会員数    ：7 4 商店 

商店街の類型 ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .n an okam ach i.com / 

 

ほっとなる朝採り金曜市 

 

親子参加イベント ビックロールケーキつくりに挑戦！ 

山形県 
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(3)関 東 

 

   宇都宮ユニオン通り商店街（栃木県宇都宮市） 

                     ・・・ 20  

 

    川越市内７商店街（埼玉県川越市）・・・・・ 22 

 

  ハッピーロード大山商店街（東京都板橋区）・ 24 

 

     中延商店街（東京都品川区）・・・・・・・・ 26 

 

  武蔵小山商店街（東京都品川区）・・・・・・ 28 

   

   烏山駅前通り商店街（東京都世田谷区）・・・ 30 

 

   巣鴨地蔵通り商店街（東京都豊島区）・・・・ 32 

    

   元町エスエス会（神奈川県横浜市）・・・・・ 34 

 

  静岡呉服町名店街（静岡県静岡市）・・・・・ 36 
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各種イベント事業で若者の街のイメージが定着 

■ 事業実施の背景 

ＪＲ宇都宮駅より西約２ｋｍに位置し、東

西約４００ｍの直線型商店街で、中心商店街

の一部となっている。 

古着、シルバー、靴などのファッション系

や理美容室、カフェ．．．。どの商店街でも見か

けるお店だが、ユニオン通りのお店はどれも

が個性的である。特にファッション関係のお

店が多く、少し路地に入りこむと、意外にお

洒落な店を発見したりすることができる。ミ

ニスカートで闊歩する異国風の女性、ライブ

ハウス前に集まる少女達．．．。 

 更に圧巻は、朝と昼下がりの通学時間、ま

るでここは中国であるかのごとく、自転車の

高校生で埋め尽くされてしまう。若者が多い

というこの街の特徴は、通りの西端に専門学

校があり、更にその西側が宇都宮の文教地区

として、６高校が集積されているという地理

的要因が大きいのだが、逆に言えばこの特徴

をうまく活かして街作りを進めているのが、

「ユニオン通り商店街の特徴」であると言え

る。土日の休みになれば、栃木県内はもちろ

ん隣県の茨城や群馬からも大勢がショッピン 

③イルミネーション事業 

商店街の出入口のアーチ、ポケットパーク等にツ

リー及び街路樹にイルミネーションを装飾する。ま

た、店舗ごとにも工夫を凝らしたイルミネーション

装飾を施し、明るい商店街を演出する。 

④年末福引セール事業 

商店街での商品購入額に応じ、補助抽選券を発行。

顧客への感謝と来店意欲の高揚を図り、商店街で楽

しんで買物ができるよう魅力づくりをする。 

⑤「ユニオンマップ」の作成 

商店街のお店紹介や駐車場の案内、地域情報など

を発信するため、平成 1 7 年 9 月に商店街マップ「ユ

ニオンマップ」を創刊した。平成 1 8 年 3 月に第 2

号を出したが、この半年の間で、7 9 店舗の加盟店が

8 8 店舗に増え、新規加盟店の促進に貢献している。 

⑥その他 

「大家さんの会」設立、防犯パトロール、加盟店

拡大推進事業等、商店街の課題解決に向けて随時検

討をすすめている。 

 

■ 事業の効果 

各種イベントを行うことで、県外からも若者が訪

れるなど広く認知され、明るいファッションの商店

街として、宇都宮市中心街の西の入口として、若者

の街としてイメージが定着した。また、地域住民と

の連携に気を配り、一緒にまちづくりをしていこう

というコミュニティが商店街を核に形成されてきて

おり、楽しく安心して買い物ができるアットホーム

な雰囲気も併せ持つ魅力的な商店街が形成されてき

ている。 

 

■ 事業の課題 

 中心街西地区の複数商店街が、連携した共同イベ

ントの開催や、駐車場・ポイントカードの共通化等、

当地区活性化に向けて話し合いをすすめているとこ

ろである。 

 

グに訪れ、若者たちには「宇都宮の原宿」と呼ばれ

親しまれている。 

 昭和２７年、４つの町内が一つに団結して当商店

街が生まれた。ユニオンとは団結の意味である。 

 昭和４８年から４９年にかけて道路及び街路灯

を整備したが、老朽化により、再整備が必要となっ

たことから、会員が議論を重ねた結果、平成３年に

商店街振興組合が設立された。整備後の街路は「天

の川」のイメージで、御影石によるインターロック

方式を採用し、明るく歩きやすい石畳となった。数

年前からは、コミュニティ機能に力を入れており、

平成１３年に「ポケットパーク」を整備、平成１５

年に同パーク内にモニュメント「ユニオン」を設置

し憩いの場となっている。 

また、ネット通販に興味のあるテナント出店者や

商店主により、ＩＴ事業を始めたり、組合員同士が

協力・計画・立案し、新たなアイディアを導入する

など、活性化していく機運が顕著である。 

 

■ 事業の概要 

①商店街活性化推進ビジョンの作成 

平成 1 7 年度、地元大学、地域住民との協働によ

り、商店街の活性化に向けた調査・研究事業に着手

した。来街者・地域住民へのアンケート調査や、学

生・地域住民による商店街診断などを通して、ユニ

オン通り商店街の将来ビジョンの方針づくりを行

った。地元も巻き込んだ検討の中で、「誰もが安心

して楽しく歩けるまち」というキーワードを生み出

し、今後その具体化に向けて動き出した。 

②「ハロウィンフェスタ in ユニオン」 

かぼちゃのおばけでおなじみのハロウィンとフ

リーマーケットを組み合わせたイベントの開催。一

般参加者にも、変装・仮装を楽しんでもらい、老若

男女を問わず、一日中楽しめるイベントとなってい

る。 

宇都宮ユニオン通り商店街 
 
所在地   ：栃木県宇都宮市西１－４－６ 

会員数   ：8 8 名 

商店街の類型：広域型商店街 

関連ＵＲＬ ： 
h ttp ://w w w .u catv.n e.jp /local/u n ion /u n ion .h tm

 

 

ポケットパーク 

栃木県 

 

 
イベント事業を通じて県内外からの若者が訪れ、明るいファッションの街と
いうイメージの定着に成功。 

○！  ここがポイント 

   
街路風景 
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各種イベント事業で若者の街のイメージが定着 

■ 事業実施の背景 

ＪＲ宇都宮駅より西約２ｋｍに位置し、東

西約４００ｍの直線型商店街で、中心商店街

の一部となっている。 

古着、シルバー、靴などのファッション系

や理美容室、カフェ．．．。どの商店街でも見か

けるお店だが、ユニオン通りのお店はどれも

が個性的である。特にファッション関係のお

店が多く、少し路地に入りこむと、意外にお

洒落な店を発見したりすることができる。ミ

ニスカートで闊歩する異国風の女性、ライブ

ハウス前に集まる少女達．．．。 

 更に圧巻は、朝と昼下がりの通学時間、ま

るでここは中国であるかのごとく、自転車の

高校生で埋め尽くされてしまう。若者が多い

というこの街の特徴は、通りの西端に専門学

校があり、更にその西側が宇都宮の文教地区

として、６高校が集積されているという地理

的要因が大きいのだが、逆に言えばこの特徴

をうまく活かして街作りを進めているのが、

「ユニオン通り商店街の特徴」であると言え

る。土日の休みになれば、栃木県内はもちろ

ん隣県の茨城や群馬からも大勢がショッピン 

③イルミネーション事業 

商店街の出入口のアーチ、ポケットパーク等にツ

リー及び街路樹にイルミネーションを装飾する。ま

た、店舗ごとにも工夫を凝らしたイルミネーション

装飾を施し、明るい商店街を演出する。 

④年末福引セール事業 

商店街での商品購入額に応じ、補助抽選券を発行。

顧客への感謝と来店意欲の高揚を図り、商店街で楽

しんで買物ができるよう魅力づくりをする。 

⑤「ユニオンマップ」の作成 

商店街のお店紹介や駐車場の案内、地域情報など

を発信するため、平成 1 7 年 9 月に商店街マップ「ユ

ニオンマップ」を創刊した。平成 1 8 年 3 月に第 2

号を出したが、この半年の間で、7 9 店舗の加盟店が

8 8 店舗に増え、新規加盟店の促進に貢献している。 

⑥その他 

「大家さんの会」設立、防犯パトロール、加盟店

拡大推進事業等、商店街の課題解決に向けて随時検

討をすすめている。 

 

■ 事業の効果 

各種イベントを行うことで、県外からも若者が訪

れるなど広く認知され、明るいファッションの商店

街として、宇都宮市中心街の西の入口として、若者

の街としてイメージが定着した。また、地域住民と

の連携に気を配り、一緒にまちづくりをしていこう

というコミュニティが商店街を核に形成されてきて

おり、楽しく安心して買い物ができるアットホーム

な雰囲気も併せ持つ魅力的な商店街が形成されてき

ている。 

 

■ 事業の課題 

 中心街西地区の複数商店街が、連携した共同イベ

ントの開催や、駐車場・ポイントカードの共通化等、

当地区活性化に向けて話し合いをすすめているとこ

ろである。 

 

グに訪れ、若者たちには「宇都宮の原宿」と呼ばれ

親しまれている。 

 昭和２７年、４つの町内が一つに団結して当商店

街が生まれた。ユニオンとは団結の意味である。 

 昭和４８年から４９年にかけて道路及び街路灯

を整備したが、老朽化により、再整備が必要となっ

たことから、会員が議論を重ねた結果、平成３年に

商店街振興組合が設立された。整備後の街路は「天

の川」のイメージで、御影石によるインターロック

方式を採用し、明るく歩きやすい石畳となった。数

年前からは、コミュニティ機能に力を入れており、

平成１３年に「ポケットパーク」を整備、平成１５

年に同パーク内にモニュメント「ユニオン」を設置

し憩いの場となっている。 

また、ネット通販に興味のあるテナント出店者や

商店主により、ＩＴ事業を始めたり、組合員同士が

協力・計画・立案し、新たなアイディアを導入する

など、活性化していく機運が顕著である。 

 

■ 事業の概要 

①商店街活性化推進ビジョンの作成 

平成 1 7 年度、地元大学、地域住民との協働によ

り、商店街の活性化に向けた調査・研究事業に着手

した。来街者・地域住民へのアンケート調査や、学

生・地域住民による商店街診断などを通して、ユニ

オン通り商店街の将来ビジョンの方針づくりを行

った。地元も巻き込んだ検討の中で、「誰もが安心

して楽しく歩けるまち」というキーワードを生み出

し、今後その具体化に向けて動き出した。 

②「ハロウィンフェスタ in ユニオン」 

かぼちゃのおばけでおなじみのハロウィンとフ

リーマーケットを組み合わせたイベントの開催。一

般参加者にも、変装・仮装を楽しんでもらい、老若

男女を問わず、一日中楽しめるイベントとなってい

る。 

宇都宮ユニオン通り商店街 
 
所在地   ：栃木県宇都宮市西１－４－６ 

会員数   ：8 8 名 

商店街の類型：広域型商店街 

関連ＵＲＬ ： 
h ttp ://w w w .u catv.n e.jp /local/u n ion /u n ion .h tm

 

 

ポケットパーク 

栃木県 

 

 
イベント事業を通じて県内外からの若者が訪れ、明るいファッションの街と
いうイメージの定着に成功。 

○！  ここがポイント 
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異なる時代景観と連続する商店街で高まる回遊性

■ 事業実施の背景 

ＪＲ・東武東上線川越駅東口から北へ１２

００ｍのクレアモール（川越サンロード商店

街、川越新富町商店街）、大正浪漫夢通り（大

正時代をイメージ）、蔵を活かした川越一番街

（江戸時代をイメージ）、菓子屋横町へと続く

商店街。 

川越市には、それぞれに異なる時代の景観

特徴を活かしながら商業活性化を目指す６つ

の商店街が連続して形成されている。そのた

め回遊性が高まり、商業と観光が入り混ざっ

た多目的な来街者を呼び込んでいる。 

平成２年に再開発を行なった JR・東武東上

線川越駅東口から、北へ１，２００ｍ続くク

レアモール（川越サンロード商店街、川越新

富町商店街）には、平成の賑わいを見せる商

業景観が続き、さらに北へ進むと昭和を代表

する看板建築の建物が立ち並ぶ中央通り商店

街、大正時代をイメージした景観造りにこだ

わり活性化を目指す大正浪漫夢通り商店街へ

と続く。そして、明治の蔵造りの町並みを残

す川越一番街があり、何となく郷愁を誘う川

越菓子屋横丁会が近接している。 

・平成１６年２月に防犯カメラを設置、防犯パトロ

ール等安全安心の街づくりの取り組みを行ないな

がら、併せて設置の周知も行っている。 

・クリスマスイルミネーションやクリスマスチャリ

ティーライブ開催。 

・平成元年～平成５年：観光市街地形成事業により

一番街の個店整備を行なう。 

・平成３年３月：歴史的地区環境整備街路事業によ

って菓子屋横丁通り線を整備。 

・平成４年３月：一番街の電線地中化事業。 

・平成６年～平成１０年：川越市町並み改装事業に

より一番街の個店整備を行なう。 

・平成１１年４月９日：川越市川越伝統的建造物群

保存地区決定。伝建整備事業による町並み整備。

・平成１２年：都市景観重要建築物指定（新富町商

店街で２件、大正浪漫夢通り商店街で７件、菓子

屋横丁会で２件の指定がなされている。）。 

・平成１６年９月１７日：川越十ヵ町地区都市景観

形成指定。地域景観形成基準に沿い、届出による

緩やかな景観形成。 

 

■ 事業の効果 

・観光入り込み客数が平成１１年から平成１６年に

かけて約２０％増加している。 

・川越のイメージアップによる地価の安定。 

・街頭犯罪が減少している。また、防犯カメラ設置

地域においてシャッターへの落書きや、暴行や恐

喝等なくなった。 

 

■ 事業の課題 

・北部商業地域における慢性的な交通渋滞。 

・一番街がバス路線となっていることで、振動が蔵

造りに与える影響。 

・後継者不足、高齢化が課題。 

・川越市において、鏡山酒造跡地及び旧川越織物市

場活用方法を検討中であり、商店街との連携や回

遊性を高めることが課題。 

・クレアモールにおけるマンションの建設は、商店

街としての賑わいの連続性を分断する大きな課

題。 

 旧市街地は伝統的建造物群保存指定地区に、中心

市街地の一部は都市景観形成地域に、それぞれ指定

されており、「町づくり規範」に基づいた街並みづ

くりが行われている。 

川越は１４５７年の川越城築城より、江戸城の北

の守りとして代々有力な武将が配され、城下町とし

て栄えた。当時より賑わいを見せる一番街は、明

治・大正・昭和始めと県内屈指の商業地として栄え

たが、鉄道の開通による中心市街地の移動、商業形

態の変化などにより衰退の憂き目を見る。しかし、

昭和３０年代あたりからの蔵造り保存に対する提

言が行なわれ、まちづくりへの運動は４０年代末に

なって、川越青年会議所の活動、建築学会の提案コ

ンペなどを通して一定の高まりを見せはじめるこ

ととなる。昭和６２年には「町づくり規範に関する

協定」を制定し、「町づくり委員会」による独自の

景観コントロールを始め、蔵の会による「商業活性

化による景観保全」の理念とともに、行政に任せっ

きりではない、自主的なまちづくり活動が行なわれ

るようになった。 

その手法は近接する商店街へも波及し受け継が

れ、商店街として独自の委員会組織を持ち、各商店

街がそれぞれに意志を持って特徴的なまちづくり

活動が行なわれている。 

 

■ 事業の概要 

・各商店街の特徴を活かし、回遊性を高めた街づく

り。 

・大型店と商店街が共存。 

・ホームページを構築し、商店街情報等を発信。 

・市施工の電線地中化事業に併せ、歩道、街路灯、・

シンボルタワー、案内板等を整備。 

・クレアパーク（多目的広場）を活用したイベント

開催。 

川越市内７商店街 
 川越サンロード商店街、川越新富町商店街、連雀町繁栄会 

 大正浪漫夢通り商店街、川越一番街商業協同組合、 

鐘つき堂商店会、川越菓子屋横丁会 

 

所在地    ：川越市 

会員数    ：商店街 ３９０名 

商店街の類型 ：広域型、近隣型、超広域型商店街 

 

 

 

 

 

 

大正浪漫夢通り商店街 

埼玉県 

 

 
「蔵のまち」として有名。明治・大正・現代と、それぞれ異なる時代の 
景観特徴を活かした連綿とした商店街に発展。 

○！  ここがポイント 
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異なる時代景観と連続する商店街で高まる回遊性

■ 事業実施の背景 

ＪＲ・東武東上線川越駅東口から北へ１２

００ｍのクレアモール（川越サンロード商店

街、川越新富町商店街）、大正浪漫夢通り（大

正時代をイメージ）、蔵を活かした川越一番街

（江戸時代をイメージ）、菓子屋横町へと続く

商店街。 

川越市には、それぞれに異なる時代の景観

特徴を活かしながら商業活性化を目指す６つ

の商店街が連続して形成されている。そのた

め回遊性が高まり、商業と観光が入り混ざっ

た多目的な来街者を呼び込んでいる。 

平成２年に再開発を行なった JR・東武東上

線川越駅東口から、北へ１，２００ｍ続くク

レアモール（川越サンロード商店街、川越新

富町商店街）には、平成の賑わいを見せる商

業景観が続き、さらに北へ進むと昭和を代表

する看板建築の建物が立ち並ぶ中央通り商店

街、大正時代をイメージした景観造りにこだ

わり活性化を目指す大正浪漫夢通り商店街へ

と続く。そして、明治の蔵造りの町並みを残

す川越一番街があり、何となく郷愁を誘う川

越菓子屋横丁会が近接している。 

・平成１６年２月に防犯カメラを設置、防犯パトロ

ール等安全安心の街づくりの取り組みを行ないな

がら、併せて設置の周知も行っている。 

・クリスマスイルミネーションやクリスマスチャリ

ティーライブ開催。 

・平成元年～平成５年：観光市街地形成事業により

一番街の個店整備を行なう。 

・平成３年３月：歴史的地区環境整備街路事業によ

って菓子屋横丁通り線を整備。 

・平成４年３月：一番街の電線地中化事業。 

・平成６年～平成１０年：川越市町並み改装事業に

より一番街の個店整備を行なう。 

・平成１１年４月９日：川越市川越伝統的建造物群

保存地区決定。伝建整備事業による町並み整備。

・平成１２年：都市景観重要建築物指定（新富町商

店街で２件、大正浪漫夢通り商店街で７件、菓子

屋横丁会で２件の指定がなされている。）。 

・平成１６年９月１７日：川越十ヵ町地区都市景観

形成指定。地域景観形成基準に沿い、届出による

緩やかな景観形成。 

 

■ 事業の効果 

・観光入り込み客数が平成１１年から平成１６年に

かけて約２０％増加している。 

・川越のイメージアップによる地価の安定。 

・街頭犯罪が減少している。また、防犯カメラ設置

地域においてシャッターへの落書きや、暴行や恐

喝等なくなった。 

 

■ 事業の課題 

・北部商業地域における慢性的な交通渋滞。 

・一番街がバス路線となっていることで、振動が蔵

造りに与える影響。 

・後継者不足、高齢化が課題。 

・川越市において、鏡山酒造跡地及び旧川越織物市

場活用方法を検討中であり、商店街との連携や回

遊性を高めることが課題。 

・クレアモールにおけるマンションの建設は、商店

街としての賑わいの連続性を分断する大きな課

題。 

 旧市街地は伝統的建造物群保存指定地区に、中心

市街地の一部は都市景観形成地域に、それぞれ指定

されており、「町づくり規範」に基づいた街並みづ

くりが行われている。 

川越は１４５７年の川越城築城より、江戸城の北

の守りとして代々有力な武将が配され、城下町とし

て栄えた。当時より賑わいを見せる一番街は、明

治・大正・昭和始めと県内屈指の商業地として栄え

たが、鉄道の開通による中心市街地の移動、商業形

態の変化などにより衰退の憂き目を見る。しかし、

昭和３０年代あたりからの蔵造り保存に対する提

言が行なわれ、まちづくりへの運動は４０年代末に

なって、川越青年会議所の活動、建築学会の提案コ

ンペなどを通して一定の高まりを見せはじめるこ

ととなる。昭和６２年には「町づくり規範に関する

協定」を制定し、「町づくり委員会」による独自の

景観コントロールを始め、蔵の会による「商業活性

化による景観保全」の理念とともに、行政に任せっ

きりではない、自主的なまちづくり活動が行なわれ

るようになった。 

その手法は近接する商店街へも波及し受け継が

れ、商店街として独自の委員会組織を持ち、各商店

街がそれぞれに意志を持って特徴的なまちづくり

活動が行なわれている。 

 

■ 事業の概要 

・各商店街の特徴を活かし、回遊性を高めた街づく

り。 

・大型店と商店街が共存。 

・ホームページを構築し、商店街情報等を発信。 

・市施工の電線地中化事業に併せ、歩道、街路灯、・

シンボルタワー、案内板等を整備。 

・クレアパーク（多目的広場）を活用したイベント

開催。 

川越市内７商店街 
 川越サンロード商店街、川越新富町商店街、連雀町繁栄会 

 大正浪漫夢通り商店街、川越一番街商業協同組合、 

鐘つき堂商店会、川越菓子屋横丁会 

 

所在地    ：川越市 

会員数    ：商店街 ３９０名 

商店街の類型 ：広域型、近隣型、超広域型商店街 

 

 

 

 

 

 

大正浪漫夢通り商店街 

埼玉県 

 

 
「蔵のまち」として有名。明治・大正・現代と、それぞれ異なる時代の 
景観特徴を活かした連綿とした商店街に発展。 

○！  ここがポイント 
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交流都市のアンテナショップ事業 

■ 事業実施の背景 

平成１５年より、サマーセールやクリスマスセ

ールにて実施していた岩手県物産展や知床物産

展など全国のふるさと物産イベントが大盛況で

あったため、全国の特産品を集めたアンテナショ

ップを商店街に誘致できないか検討していた。そ

んな中、板橋区が空き店舗を活用して、交流都市

のアンテナショップ開設を計画していたため、す

ぐに事業実施を決定した。また開設にあたり、以

前より商店街では、大型店やチェーン店の増加に

よる業種構成の偏りを問題視しており、商店街自

らがテナントコントロールをしていく必要性を

感じていたため、そのモデルケースとして商店街

がアンテナショップを運営することとなった。 

 従来の空き店舗対策や空き店舗活用事業は、商

店街全体の活性化になかなか結びつきにくかっ

たが、本事業は、顧客のニーズを的確にとらえ、

商店街事業とうまく連携させて行なうことで、商

店街全体の活性化につながる新たな空き店舗活

用の取り組みである。 

 

■ 事業の概要 

 板橋区と交流のある９つの市町村の特産品販売や

観光情報を発信するアンテナショップとして、平成

１７年１０月、全国ふる里ふれあいショップ「とれ

たて村」を開設し商店街振興組合で運営している。

① 特産品の販売 

 ９市町村でしか味わえない四季折々の特産品約６

００点を販売している。商品の特徴としては、商店

街であるため、各地の観光土産的なものではなく、

毎日の食生活に欠かせない商品を中心に取り揃えて

おり、地元板橋産の野菜も毎日仕入れることにより、

地産地消を通じた都市農業の促進にも寄与してい

る。また、商品の売れ筋や消費者趣向など都心のマ

ーケット情報を生産者側に随時フィードバックする

ことで、生産者の販売戦略や新商品の開発などに役

立ててもらっている。 

② 町のP R・観光情報の発信 

 店内には、観光パンフレットやポスターはもちろ

ん、地元の新聞・広報紙を豊富に取り揃え、観光ビ

デオクリップの放映により参加市町村の観光P R を

行っている。また、この時期ならではの観光スポッ

トやイベントなど生情報を紹介したり、旅行や観光

情報を知りたい人は、店員がその場で直接現地スタ

ッフと連絡をとり色々な情報を提供している。  

③ 多彩なイベント事業 

 ショップ店頭や商店街のスペースを活用して、現

地のスタッフによるふるさとイベントを週末に開

催。 

 例えば、商店街をすいか一色にした尾花沢すいか

まつりをはじめ、アーケードを長崎ランタンで装飾

する長崎の伝統芸能蛇踊りの披露や、商店街に妙高

市の４大温泉の足湯を設置したり、商店街のど真ん

中に鴨川市の乳牛が登場して搾乳体験を実施するな

ど通常の商店街イベントでは考えられない、現地な

らではのおもしろいイベントを随時開催している。

 

 
空き店舗を活用した交流都市のアンテナショップでの特産品販売により来街
者が増加。 

○！  ここがポイント 
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開店前のプレイベントを含め、平成１８年４月までの

約半年間で２０回ものふるさとイベントを開催。商店

街だけでイベントをやろうとすると経費、企画、人の

問題で年数回が限度であり内容もマンネリ化してしま

うが、板橋区や参加市町村と連携することにより、多

彩なイベントを開催することが可能となった。 

④板橋区と参加市町村との交流事業支援 

 板橋区民と交流都市の市民が行き交う相互交流の仲

立ちを行っている。例えば商店街が企画した○○町ま

るごと体験バスツアーや地元小学生同士の交流支援な

ど色々な交流事業を検討している。交流を通じて継続

的な事業運営につなげていこうと考えている。 

⑤その他 

商店街のサマーセールやクリスマスセールのイベン

ト景品、ポイントカードの交換品として、参加市町村

の旅行や特産品を活用するなど商店街の販促事業との

連携を図っている。 

 

■ 事業の効果 

 単なるショップとしての集客機能ではなく、商店街

が運営することで、イベントや販促など様々な商店街

事業とうまく連携することができ、個店（点）から商

店街（面）へ展開することができた。特に市町村とタ

イアップした多彩なイベントを頻繁に開催できること

が可能となり、ハッピーロードに行けば「何か新しい

こと、おもしろいことをやっている」という新たな来

街動機づけができつつある。マスコミに多く取り上げ

られたこともあり、１日約 2 5 ,0 0 0 人と例年横ばいで

あった商店街の通行量は、１日約 2 8 ,0 0 0 人とショッ

プ開店後約 3 ,0 0 0 人近く増え、週末のイベント開催日

には約 3 0 ,0 0 0 人の人出があるほど集客効果は絶大で

ある。 

 

■ 事業の課題 

今後は、売れ筋商品を商店街の各個店で販売するな

ど個店とのタイアップも検討している。また１８年度

は商店街オリジナルの交流事業を開始し、板橋区民と

参加市町村民の相互交流の拠点づくりに力をいれ、新

たな魅力を打ち出していく予定である。 

ハッピーロード大山商店街 
所在地    ：板橋区 

会員数    ：２０８商店 

商店街の類型 ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .h aro.or.jp / 

 

 

 

 

アンテナショップでの特産品販売 
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    楽習教室 街のレストラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽習教室 植木鉢で楽しむガーデニング 
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高齢者をターゲットにした街中サービスが好評

■ 事業実施の背景 

中延商店街は半径７００ｍの商圏内に約

9 ,7 6 0 人の高齢者がいる。そのようなことか

ら「高齢者にやさしい街づくり」を目指して

いた。その折、地元の N P O バリアフリー協会

を紹介されたが、バリアフリー協会は、タウ

ンモビリティ活動などで商店街での活動実績

もあるため商店街の事情にも詳しく、共催で

事業を行うことにした。 

 

■ 事業の概要 

①「街のコンシェルジュ」 

地元の高齢者のちょっとした困りごと（電

球の交換、庭木の手入れ、軽修理、買物補

助など）を有償ボランティアが支援する仕

組み。それぞれ登録制。その対価は区内共

通商品券で支払われる。 

②「街中サロン」 

各個店で取り扱わない高齢者向け商品（糖

尿病患者向け食材など）の紹介や、血圧、 

脈拍、体脂肪率などの測定サービスなどを行い、

さらに商店街個店の情報発信（特売情報、会員向

けサービス）などもきめ細かく実施して商店街の

お休み処も兼ね、来街者が常に立ち寄るスポット

にして商店街のさらなる集客を図っている。 

③「楽習教室」 

商店街の個店で扱っている商品を使った料理教

室、美容教室、健康教室のことで、専門知識を持つ

講師を派遣し、参加者の生活に役立つ知識を身につ

けてもらい、商店街の各店舗の更なる利用を促し来

客増を図る。また教室における参加者リサーチを商

店街の活性化策に繋げる。参加者同士の交流も深め

てもらい、その場として街中サロンを活用してもら

う。講師は、主に定年を迎える団塊の世代にお願い

し、地域デビューのきっかけとしてもらう。 

④その他 

 商店街の飲食店を利用した「街のレストラン」と

いうイベントを行い、高齢者に各店舗のよさを知っ

てもらう企画を行っている。ともすると個食になり

がちであるが、1 6 年度においては商店街が実施する

イベント（ねぶた祭り）への参加を通じて、高齢者

に喜ばれている。商店街の一員であることと、街中

サロンの存在をお客に大きくアピールすることがで

きた。 

 

 
空き店舗を利用した高齢者向け「街のコンシェルジェ」、「街中サロン事業」
等による地域コミュニティ形成への寄与。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

当商店街の会員向けに実施したアンケート調査の

結果から、本事業は、決して売上げアップにダイレ

クトにつながっているとは言えない。しかし、高齢

化している顧客に対して、品揃えの工夫、値札の見

易さの工夫、サービス方法の工夫などに力を入れる

ようになり、会員がどのように商売をしていけばい

いのか、現状を改めて見つめ直し考える動機付けと

なっており、この事業が会員の意識改革に与えた影

響は大変大きい。 

 高齢者を始めとした周辺住民たちからは中延商店

街では面白い、いいことをしているとの声が多く、

街中サロンを利用する人からは、地元との繋がりが

できた、多くの人と知り合えたなどの喜びの声が聞

こえた。特に 2 人暮らしの世帯は、このような気軽

に立ち寄れる交流の場を求めている。今後団塊の世

代が定年を迎え、地域に戻ってくることになるが、

商店街では、その際の地域デビューの場に役立てば

と考えている。 

 有償ボランティアに登録する人は地元の人で、商

店街店主も人柄などをよく知っている人物であり、

身元がはっきりしているため、利用者も安心して活

用することができる。 

 登録利用客数２４０人、登録有償ボランティア１

９０人（平成１８年２月現在） 

 

■ 事業の課題 

 急速な高齢化に際して、商店街自体が高齢者に配

慮する必要がある。各店頭に何処にでもある商品を

陳列し、顧客への訴求も従前どおりでは、顧客にと

って魅力がないことになる。商店街の目標として掲

げる「高齢者にやさしい商店街」への実現に向け、

個店、商店街、または地域に何が不足していてどの

ようなニーズがあるのかを把握し、そのニーズにど

のように応えていくのかをしっかりと考えていく商

業者個々の弛まなく努力する姿勢そのものが今後問

われていく。こうした中、１８年度は、高齢者にや

さしく、ワンランクアップの商品・サービスを作り

出す一店逸品運動を展開していく。 

中延商店街 
所在地    ：品川区中延２－７－１９ 

会員数    ：１３４商店 

商店街の類型 ：駅前型商店街 

関連ＵＲＬ h ttp ://w w w .n akan ob u .com /top .h tm l 

 

 
中延商店街 

 

 
街のコンシェルジェ 

東京都 

 また、事業実施にあたり、現在、自治体から補助の

適用を受けているが、今後、補助を頼らずに事業費を

いかに捻出していくかと同時に、いかに充実した内容

で事業を展開していくかが大きな課題である。そし

て、充実した事業展開を図るためには、有償ボランテ

ィアの登録者数を増やし、あらゆる登録利用者のニー

ズに対応して満足してもらえるかがキーとなってい

く。 
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 毎月ポイント２倍キャンペーン 
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ポイントサービス事業で固定客大幅増 

■ 事業実施の背景 

 武蔵小山商店街は東京都品川区にある買回

り品を中心とした商店街で、大型店はなく、

交通の要所でもなく、住宅地と商業地が混在

している地域型商店街である。昭和２２年に

組合を設立し、３１年に第１期アーケードを、

３７年に駐車場を設置した。来街者はこの頃

より急速に増加していった。 

しかし、２回に渡るオイルショックの頃か

ら停滞ぎみの時期がしばらく続いた。そこで、

昭和６０年、アーケードと道路のリニューア

ルを契機として愛称の公募や、イタリアミラ

ノの２つの商店街と友好関係を結んだほか、

岩手県東山町等と文化交流提携をするなど、

催事を次々に実施して、かつての賑わいを取

り戻していった。 

 昭和２７年にスタートしたクレジット事業

は、同４０年に磁気カードに移行、同６０年

にＣＴＡ端末を導入してオンライン化する一

方、顧客に対しても劇場招待会など、様々な

サービスを行ってきた。 

特に平成元年より始めたクレジット会員に

対するサービス事業は、当初の予想をはるか

に上回る効果がみられ、クレジットの売り上 

げが２０％も上がる実績があった。 

しかし、現金で買い物をする顧客に対しては、中

元と歳末の売り出しでの福引き抽選程度しかなく、

あまり固定客へのサービスとは成り得なかった。 

そこで、すべての顧客に満足してもらえるように

満遍なくサービスをして固定客を増やしていく方

法として、ポイントサービス事業を実施することと

なった。 

 

■ 事業の概要 

○「ポイントサービス事業」 

ポイントサービス事業の方法としては、１００円

お買い上げごとに１ポイントを付与し、５００ポイ

ントにより買い物券や各種イベント券、旅行券など

と交換できることとした。 

また、顧客への内容告知のため、常に３つのキャ

ンペーンを展開して販促活動を行っている。 

①「買物の前にカードを持って」・・・・・ワゴン

による新規会員募集キャンペーン 

②「貯める楽しみ」・・・・・毎月ポイント２倍セ

ールキャンペーン 

③「使う楽しみ」・・・・・貯める楽しみだけでは

なく、ポイントを使っていただく楽しみとして、

毎月２倍セールに合わせて「ポイント別先着プレ

ゼント」や「５００ポイントで抽選」のイベント

を実施し、旅行やグルメへのペア招待などを基本

に企画し、また抽選は５００ポイントで最低５０

０円の買い物券とした等価交換方式をとってい

る。 

  会員募集時に得た情報として会員の年齢、性

別、地位別の購買顧客情報を分析し、セールのＤ

Ｍ案内や購買層に合わせた景品設定などの販促

活動を可能としている。 

 

 

 
ポイントサービス事業を実施することで、イベント売上げに顕著な変化。 
今後は LA N システム活用へ。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

 ポイントサービス事業の結果、固定客が大幅に増

えただけではなく、導入前の１年余にわたり連続し

て減少を続けていたクレジットの売り上げが平成９

年９月以降プラスに転じたほか、「貯める楽しみ」や

「使う楽しみ」のイベント時の売り上げに顕著な変

化が見られている。 

ポイントサービスは買回り品商店街には向かない

とされてきたが、商店街ではクレジットでの実績を

ふまえ、必ず受け入れられると確信のもと、実施当

初から１６０店以上の参加店が協力した。また、顧

客の７０％を占める女性客にも好評であったものと

思われる。 

平成１５年度、次世代カード端末システム導入に

向けた検討会を重ね、翌年度、その結果を踏まえポ

イントカードシステムの大幅なリニューアルが行わ

れた。これは、単なるシステムの切替ではなく、Ｌ

ＡＮシステムを構築することで、顧客のみならず商

店街会員の利便性の向上をも図り、商店街全体のイ

メージアップに大きく貢献することとなった。更に、

平成１７年度には、このＬＡＮ設備を活用して、万

引きなどの犯罪を未然に防ぐ抑止効果を期待し防犯

カメラ２４台を設置しており、顧客が「安心」して

買い物ができるよう安全な街づくりの促進への一助

となっている。 

 ポイントサービス稼動状況（平成１８年１月現在） 

 ●発行数 ８１,６７７,０６６ポイント（総発行数 

９５４,４５３,３４３ポイント） 

●交換数 ７９,５３２,８４５ポイント（総発行数 

 ６６３,１７１,２８２ポイント） 

 

■ 事業の課題 
会員数３０万人を目指しており、今後は、参加店

の増加と「貯める楽しみ」や「使う楽しみ」の内容

の充実を図ることが必要。また、平成１６年度に敷

設したＬＡＮについて、商店街事業への活用や地域

ニーズへの応用が今後の大きな課題となっている。

商店街では、今後も商店街の付加価値、存在意義を

高めて地域コミュニティの核となるよう努力してい

きたいと考えている。 

武蔵小山商店街 
 

所在地   ：東京都品川区小山３－２３－５ 

会員数   ：２２７名 

商店街の類型：地域型商店街 

ホームページ ：h ttp ://w w w .t3 .rim .or.jp /~p alm / 

 

 

 

駅前モニュメント 

 

 

商店街アーケード内 

東京都 
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スタンプ事業の全国モデル“烏山方式” 

■ 事業実施の背景 

京王線千歳烏山駅周辺を中心として南北に

またがる延長約１．７ｋｍの面的商店街でス

タートは昭和２５年に任意団体として発足。

商圏は南北１．５ｋｍ、東西１ｋｍで商圏人

口は約７万５千人を想定している。スタンプ

事業に力を入れており、集めたスタンプは域

内金融機関での預金も可能等多くの付加価値

を付けて収集意欲を増幅させる取り組みをし

ている他、ポイント機能のあるカード事業も

行っている。また、クレジットカード事業、

メイン道路の拡幅、電柱の地下への埋設等街

の美化・環境整備にも取り組んでいる。 

 

■ 事業の概要 

①スタンプ事業 

昭和４０年に当時の駅前付近の全商店街と同規

模の売り場面積を持つ大型スーパーが出店するこ

ととなり、地区には新宿、渋谷、吉祥寺等もあるこ

とから値引きでは対抗できないことの危機感から、

スタンプ事業を実施。加盟店は組合よりスタンプシ

ールを購入し、買い物客の購入額に応じてスタンプ

を提供し、貯まった台紙は商店街での買い物、預金、

観劇等のチケット交換等に使用可能。また、現在は、

スタンプ事業の延長として地域で行われたボラン

ティア活動などにもポイントを付与できる新カー

ド（IC チップ付き）が導入予定である。IC カード

では、スタンプ機能の他、会員だけの特典もあり、

カード１枚で買い物、金融機関への預金、各種イベ

ントへの申込み等が可能となっている。 

 

②ハード整備事業 

電柱地中化、街路灯、カラー舗装、街路樹整備と

共に駐輪場を設置。 

 

③商店街 P R 活動 

平成１７年度には、若い世代にも商店街に興味を

持ってもらえるよう、商店街の活動をドラマ仕立て

にして情報を掲載した冊子を作成し、フリーペーパ

ーとして事務局や店舗で配布した。 

 

 
スタンプ事業の先駆け、日本一の実績。貯まったスタンプは商店街での 
買い物だけでなく地域金融機関での預金も可能。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

①スタンプ事業 

年々順調に伸びていることから地域購買力の区外

流出の防止に大きく寄与している。スタンプ発行金

額は年間約１億円で全国でも１、２を争っており、

売上げ増加にも繋がっている。地域の通行客の９

５％がスタンプを収集していることから、認知度も

高く消費者からの評判も高い。また、各店のスタン

プ発行には一切の規則を設けておらず、各店または

幾つかの店舗のグループ等で各種アイデアのもと顧

客獲得に向けたスタンプの発行方法に取り組んでい

ることから地域での共同体意識も向上している。 

 

②商店街 P R 活動 

消費者と商店街、あるいは店舗との垣根が取り払

われ、イメージアップにつながっている。 

 

■ 事業の課題 

スタンプ売上げ日本一の実績を如何に持続発展さ

せるかが課題であり、更なる組合員の結束が必要。 

烏山駅前通り商店街 
所在地    ：東京都世田谷区南烏山６－３－１

会員数    ：１４５名 
商店街の類型 ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .elm all.or.jp / 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商店街の様子 

 

 

商店街フリーペーパー 

東京都 
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巣鴨は「お年寄りの原宿」 

■ 事業実施の背景 

ＪＲ山手線巣鴨駅、都営地下鉄巣鴨駅、都

電庚申塚停留所近くに位置し、全長約７８０

メートルの商店街。商店街にはとげぬき地蔵

尊のある高岩寺、江戸六地蔵尊の眞性寺と猿

田彦大神庚申堂が存在し、「歴史と文化を大切

にした、ふれあいのある、人にやさしい街」

を商店街の基本コンセプトにしている。 

巣鴨は、「お年寄りの原宿」と呼ばれて久し

いが、もともと宗教施設に囲まれた、いわゆ

る寺町であり、菊づくりのふるさとであり、

地域の歴史と文化を感じさせる商店街であ

る。 

参詣客と買い物客で連日賑わいを見せる

が、「４の日」のお縁日では数多くの露店が並

び、観光バスで地方からも多くの来街者が訪

れる。年間を通してとげぬき地蔵尊を中心に

様々なイベントを開催し、「巣鴨に行ったら、

いつも何かをやっている」という来街者の期 

待に応えている。過去より、お寺と地元との協力関

係は良好で共に活動を行ってきており、境内をイベ

ント広場として開放するなど、現在もその関係が続

いている。 

また、ホームページを活用し、イベント情報の積

極的な情報発信を行っている。 

 

■ 事業の概要 

①４の日 

年中行事が多い街であるが、４の日のお縁日は２

００軒近くの露店が出て、多くの来街者が訪れる。

１、５、９月の２４日の例大祭には１５万人の人出

となる大盛況である。 

②どんがら市（春・秋） 

昭和４９年から続くイベント。日頃の顧客への感

謝として各店頭にてその日限りの破格値で商品を

提供することで多くの来街者が訪れる。 

③菊まつり 

 平成４年から続くイベント。とげぬき地蔵尊境

内・真性寺境内に丹念に作られた菊が展示される。

２０００本以上の花を持つ大輪や美しい形の懸崖、

繊細な仕上げの盆栽まで多数の色鮮やかな菊が好

評を博し、多くの来街者が訪れる。 

 

 

 

 

 
歴史と文化を大切にした、ふれあいのある、人に優しい街。コンセプトを 
明確にした「お年寄りの原宿」。 

○！  ここがポイント 

-32-                                              



 

④ミニみに縁日（８月２９・３０） 

いつもはお年寄りで賑わう地蔵通り商店街で、毎

年恒例で実施している夏休最後のお楽しみ縁日。と

げぬき地蔵高岩寺境内で、焼きそばなどの食べ物だ

けでなく、射的や輪投げ、ボール釣などを行ってい

る。この両日ばかりは、とげぬき地蔵も子供達であ

ふれる。 

 
⑤すがも商人まつり（４月下旬の土日） 

一つの商店街だけではなく、地域の商店街が力を

合わせ巣鴨地域全体で取り組むイベント。巣鴨地域

の６商店街に七福神を設定し、地域を巡るスタンプ

ラリーや豊島区との友好都市の観光物産展を開催し

ている。 

 

■ 事業の効果 

新聞やテレビなどマスコミからも取り上げられて

おり、全国から参詣客や買い物客を集めているほか、

全国の商店街や自治体から視察が多く来ている。 

 
■ 事業の課題 

国道 1 7 号線の拡幅により、地蔵通り側に約 9 メ

ートル道路が拡幅されることで、既存の商店街や高

岩寺境内のにぎわいの減少やこれに伴う公衆便所の

維持、道路景観や来訪者の流動についても少なから

ず影響が出ることが予測される。また、中高層マン

ション建築など街を取りまく地域環境の変化も問題

となっており、地元の人が地域協議会などを通じて

地域のコンセンサスを形成しながら街づくりのアイ

デアを出し合い意見交換をしていかなければならな

い。 

また、これまでのにぎわいを維持していくための

活動を継続させ、お寺の伝統行事に積極的にかかわ

り、同時にお寺の繁栄が町の振興に貢献するという

相互関係を続けていくことも重要である。 

更なる商店街の発展のためには、より一層のサー

ビス向上や新たなイベントの実施、イベント以外の

販促方法の開発、街の環境の変化に対応した今後の

街づくりの検討も必要となっている。 

巣鴨地蔵通り商店街 
所在地    ：東京都豊島区巣鴨４－２２－８ 

会員数    ：１９０名 

商店街の類型 ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .su gam o.or.jp / 

 

 

 
ミニみに縁日 

東京都 

 

ミニみに縁日 

                                         - 33-  
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元町ブランドを追求し続ける取組み 

■ 事業実施の背景 

ＪＲ京浜東北線石川町駅、みなとみらい線

元町・中華街駅の東側に位置する約６００ｍ

の商店街で業種構成はファッション関連がほ

とんどである。店舗１階部分を後退させ、敷

地内を歩道に提供するなど全国に先駆けたユ

ニークな歩行者空間を生み出す他、路上駐車

帯を設けるなど道路整備にも力を入れてい

る。これらの整備については西欧文化と日本

文化の交接点をコンセプトに、照明等にも同

一のコンセプトを活かし、街全体の統一感を

高めている。 

元町は、開港以来、西洋文化の進取によって

日本の商業を牽引してきた歴史を持つ商店街

である。「ハマトラ」ファッションを生み出す

等、ヨーロッパ調のセンスの良さを特徴として

おり、メインイベントである「チャーミングセ

ール」には横浜のみならず首都圏からも多くの

人々が訪れる著名な商店街となっている。 

商店街の中核である元町ＳＳ会は有能な若

手経営者が多数所属し、強固な結束を誇る組

織であり、これまでも第一期の壁面線後退（１

９５５～）、第二期の舗車道整備（１９８５～）

等、常に次代のニーズを見越した、元町の独

自性を追求した環境整備やソフト事業の展開

により、繁栄を継続している。 

しかし、近年、都内（渋谷、原宿、青山、六本木

等）、や市内の競合商店街（横浜西口、みなとみらい

地区）の発展により、厳しい競争環境に置かれてい

る。 

 こういった中で、念願のみなとみらい線の開通（平

成１６年）により、渋谷方面からの直接的なアクセ

スが確保される等格段の利便性の向上が図られた

が、反面、東京方面やみなとみらい地区への来街者

の流出も懸念されるため、オリジナリティあふれる

魅力アップを目的とした第三期の街並み整備を行っ

た。 

 

■ 事業の概要 

２１世紀の元町スタイルを創造するために、人の

心に訴える街、美しい街並みの創造といったテーマ

で以下の整備を実施した。 

①歩いて楽しい回廊づくり 

1 ) 美しい回廊をつくる。 

・路上設置物の数を極力減らす。 

・独自の「コの字」壁面を強調する。 

・突き出し看板の撤去。（看板は軒下に誘導） 

・長い通りにリズム感を出す。 

2 ) 季節感のある通りをつくる。 

・樹木や花など自然の要素を取り込む。 

・季節ごとのイベント、色や音の導入。 

3 ) 夜も楽しい通りをつくる。 

・夜の印象を明るくする。 

②ホスピタリティのある街 

1 ) 疲れない商店街をつくる。 

・快適に休める公共スペースを増やす。 

2 ) 顧客への本物サービスを徹底する。 

・買い物案内、商品手配、配達。 

・女性や子どもへの対応。 

3 ) わかりやすい商店街を。 

・案内サインの適切な配置。 

・交差点・入口をもっと目立たせる。 

 

都内や近隣商店街との競争激化、みなとみらい線の開通など周辺環境が変化
する中、独自の事業展開で元町ブランドの地位を確固たるものに。 

○！  ここがポイント 
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元町エスエス会 
所在地    ：神奈川県横浜市中区元町１－１４

会員数    ：２０３名 

商店街の類型 ：超広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .m otom ach i.or.jp /

 

 
キャノピー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストリートファニチャー 

4 ) 安全で快適に歩ける商店街をつくる。 

・バリアフリーを徹底する。 

・通り全体の必要な明るさを確保する。 

・路上設置物の数を極力減らす。 

上記のための、主な施設整備は以下の通りである。 

・エントラス空間の整備 

・パサージュの設置 

・照明の整備 

・植栽の整備 

・ストリートファニチャー（案内板等）の設置 

・路面改修、歩行者帯整備 

・電線の地中化 等 

 

■ 事業の効果 

・第三期工事が開始されるとともに、みなとみらい線が

開通した平成１５年度にはクレジットカードの売上高

は大幅に増加した。１６年度は、同線の開通熱がやや

冷めたこともあり、やや低下したが、工事や新線の開

通前の１４年度に比べれば、大きく増加している。 

・周辺案内サインの設置や交差点部分の整備、車道改修・

休憩スペースの設置・街路樹設置等によって、山手、中

華街、山下公園等の周辺地域との回遊性や安全性・快適

性の向上に繋がっている。 

・軒先灯・足下灯・ボラード照明の設置によって、集客

力の弱い夜間ショッピング環境の充実に繋がってい

る。 

 

■ 事業の課題 

充実した商店街組織を持ち、ハード整備やソフト事

業展開等において、申し分のない運営を行っているが、

昼間に比べ、夜間の来街者が少ないという課題がある。 

ファッション専門店等物販店の閉店時間が早いこと

が主要因であり、商店街組織においても、この改善の

ため、平日の夜間時間帯へのＯＬの集客方策の検討等

を行っている。しかし、一番の解決策である閉店時間

の延長は、二交代制への転換など各個店への大きなコ

スト増をもたらすことになる。各店舗の経営状況が良

好であり、特段の危機意識を抱いていない中で、意識

転換を推進していくことはなかなか難しいといった状

況がある。 

神奈川県 
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商店街のトップランナー 

■ 事業実施の背景 

静岡呉服町名店街は、ＪＲ静岡駅から北へ

徒歩 1 0 分程度の距離に位置する静岡市の中

心商店街の 1 つである。県庁・市役所などの

官庁や静岡赤十字病院、市立静岡病院などの

総合病院に隣接し、買い物目的外の来街者も

比較的多い。江戸時代の行灯をモチーフとし

た街路灯や、個性的なモニュメントが多く、

車道との段差も解消されており、非常に歩き

やすく、そして歩いて楽しい商店街である。 

昭和３０年代後半からの高度成長期に静岡 

市の中心市街地として活況を呈し、その後も

従前の賑わいを保っている元気な商店街とし

て今日に至っている。しかしながら、近年の

雇用情勢の悪化やデフレ不況による景気の低

迷、加えて、小売業界の業態間・地域間競争

の激化等から、商店街を取り巻く環境は一層

厳しさを増してきている。また、グローバル

化・ＩＴ化の進展・規制緩和・少子高齢化の

進行等の経済の構造変革と暮らしを取り巻く

環境の変化の中で、静岡呉服町名店街が更に 

発展していくためには、商業者が結束を固め、組織

力を最大限に活用し、多様化する消費者ニーズに適

応した魅力ある事業を展開し、本格的な高齢化時代

を迎える２１世紀に対処していかなければならな

い。 

 

■ 事業の概要 

現在運行している浪漫バス、コミュニティバス、

低床バスなどの静岡市が進めるオムニバスタウン

構想と連携した積極的な取組みを行い、人にやさし

い商店街を目指している。 

① 一店逸品運動 

専門店として生き残るために、仕入れ販売するだ

けでなく、各店舗がそれぞれの魅力のある商品を開

発することを目的に、平成５年から始めたこの取組

みは、各店舗での来店客とのやりとりを通して、独

自商品を開発及び販売している。現在では、各店に

話題の逸品が存在し、全国的にも注目される商品も

多い。このような商品を生み出すことは、ニーズを

知らなければならず、来店客とのコミュニケーショ

ンが不可欠である。 

この運動では、来店客のニーズに敏感に対応でき

る感性を身に付け、自信をもって商品説明すること

が重要である。また、ユニークな点としては、他店

舗の商品について、色々とアイデアを出し合いなが

ら、逸品の完成度を高めるところにある。 

② ランドオーナー会議 

商店街のイメージを維持させていくためには、商

店街のコンセプトにそぐわない店舗を出店させな

いことが必要である。家賃を下げて、コンセプトに

合わない店舗を新規出店させると、そのために商店

街全体のイメージが悪くなり、結果的に来街客の減

少につながる可能性が高い。店舗のオーナーである

地権者にも協力してもらい、今後の商店街の方向性

 

 
一店逸品運動の発祥地。地権者も巻き込んだ長期的視野に立った商店街の 
賑わいづくり。 

○！  ここがポイント 
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についての共通認識を持ってもらうことが必要であ

る。全国チェーンの飲食店が出店することにより、

商店街の諸活動が機能しないケースが全国的に多く

発生している。このため、呉服町では、地権者にも

商店街活動を理解してもらうための会議を全国に先

駆けて設置している。 

③（財）日本ショッピングセンタ－協会への加盟 

 商店街の経営をさらに向上させ、ＳＣの経営手法 

を取り入れるために、日本ＳＣ協会に加盟している。 

今後、ＳＣのノウハウを活用して商店街の活性化・ 

リニューアルを図ろうとしている。 

 

■ 事業の効果 

一店逸品運動の成功から、静岡呉服町名店街の知

名度がアップした。 

ランドオーナーに街づくりへの参加を繰り返し呼

びかけたところ、徐々にではあるが参加者が増えて

きている。空き店舗が発生し、後継テナントを選定

する際に、ランドオーナーと呉服町名店街にふさわ

しいテナントを誘導するよう協議する機会を持つこ

とができるようになり、良好なテナントミックスの

構築に向け、一歩を踏み出した形となった。 

 

■ 事業の課題 

静岡呉服町名店街の通行量が減少傾向となってお

り、新たな対策を考える必要が出てきている。 

ランドオーナー会議への参加者がまだ少なく、今

後とも地道に協力を呼びかけていく必要がある。 

テナントミックスの構築に当たっては、ランドオ

ーナーの協力が不可欠であるが、テナント料の引き

下げ等ランドオーナーに不利な条件を承諾しなけれ

ばならないケースが出てきており、どこまで依頼す

べきか迷うことが多くなっている。 

静岡呉服町名店街 
所在地    ：静岡県静岡市葵区呉服町２－２ 

会員数    ：８３店舗 

商店街の類型 ：超広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .gofu ku ch o.or.jp  

 

逸品委員会で新逸品の開発 

静岡県 
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   街なか感謝デー実行委員会等（富山県富山市） 

                     ・・・ 40 

 

  片町商店街（石川県金沢市）・・・・・・・・ 42 

  

   玉宮通り商店街（岐阜県岐阜市）・・・・・・ 44 

 

  大須商店街連盟（愛知県名古屋市）・・・・・ 46 

 

 

-39-                                          



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商
店
街
等
活
性
化
事
業
の
事
例 

 

富
山
県
富
山
市 
街
な
か
感
謝
デ
ー
実
行
委
員
会
等 

「街なか感謝デー事業」と連携した事業展開 

■ 事業実施の背景 

近年、モータリゼーションの進展により郊外

における住宅や店舗の立地が進む一方、中心市

街地においては空き地や空店舗の発生と来街者

の減少が生じており、中心市街地における商業

活動の衰退に歯止めがかからない状況である。 

富山市の中心市街地で毎年実施している歩行

者通行量調査でも平成１１年度に対し、平成 

１７年度では６６.５％に減少している。 

市民が中心市街地を訪れない大きな原因とし

て、郊外にある大型商業施設の駐車場では何時

間駐車しても駐車料金が無料であることが考え

られ、中心市街地の活性化を図るうえで、大き

な課題の一つである。 

このことから、ＴＭＯである㈱まちづくりと

やまや商業関係者、駐車場関係者で、中心市街

地における駐車料金について協議がなされ、無

料サービス時間の延長を図るとともに、中心部

の駐車場を終日無料開放する街なか感謝デー事

業を行った。 

また、全日空ホテルや富山国際会議場などが

立地している大手モール商店街では、市民とと

もにこだわりの食材やアクセサリーを販売する

「バザール」を開催することにより、中心市街

地の活性化をめざす「越中大手市場」が毎月２

回開催されている。 

同じく、大手モールに面している富山市民プ

ラザは越中大手市場の開催と連携して、１階エ

ントランスや前庭を利用し、手芸作品などの実

演・販売を行い、商店街と共に中心市街地の活

性化を図っている。 

■ 事業の概要 

１．事業名称：「中心市街地活性化事業」 

２．事業目的：  

富山市の三つの中心商店街と二つの百貨店が、駐車

場関係者の理解と協力を得て、中心部の駐車場を借上

げ、来街者に無料開放するとともに、市民団体等が多

彩なイベントを開催し、街の賑いづくりを図る。 

３．場所：富山市中心商店街 

４．事業内容（実施主体）： 

①街なか感謝デー（街なか感謝デー実行委員会） 

中心市街地の駐車場の協力を得て、商業者が費

用負担を行い、買い物の有無にかかわらず２日間、

駐車場を無料開放。また、商店街でも各種イベン

トを行い、㈱まちづくりとやまもパフォーマンス

や農産物の市を開催。 

②越中大手市場（越中大手市場実行委員会） 

   中心市街地の活性化に取り組んでいる市民団体

と地元商店街（大手モール振興組合）が一緒にな

り、大手モールで統一したテントを貸し出し、こ

だわりの食材やアクセサリーなどを販売すること

により活性化を図る。 

 ③「みんなのア★ソ★ビ★バ」（㈱富山市民プラザ）

   大手モールに面して立地している富山市民プラ

ザは越中大手市場と連携して、１階エントランス

や前庭を利用し、手芸作品などの実演・販売を行

い、中心市街地の活性化を図る。 

 

 
商店街自らが中心部の駐車場を借上げ、来街者に無料開放するとともに、 
近隣商店街では、市民団体等が連携して多彩なイベントを開催。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

①滞在時間の延長 

第１回目の平成１７年１１月５日（土）、６

日（日）では、来街者の滞在時間が３０分延長

された。（通常時、平均１時間３０分の滞在時

間が２時間程度に延長） 

②歩行者の増加 

第２回目の平成１８年３月４日（土）、５日

（日）の商店街での歩行者通行量は、事業実施

前週の約２倍となる約２０，０００人であっ

た。 

③ゆったりとお買物 

多くの来街者からは、駐車時間を気にするこ

となくゆったりと買物や飲食ができたと大変

好評であった。 

④波及効果 

越中大手市場では、中心商店街からも人が流

 れ、３月５日には、従来よりも多い、約 5 ,0 0 0

 人の来場者が訪れ、大変賑った。富山市民プラ

ザでは、同じく約６００人の来場者があり、越

中大手市場との連携で賑いを創出した。 

■ 事業の課題 

①事業費の負担方法 

街なか感謝デー事業を通年で行うには、多額

の費用が必要になるため、その費用を関係者が

どのように負担するのかが課題。 

②広告活動の強化 

  どの事業も認知度を高めることが重要であ

ることから、より有効な広告活動の展開を図っ

ていく必要がある。 

③連携体制の強化 

  中心市街地で行われている各種イベントな

どの調整をし、より連携をした事業の展開を図

ることにより、事業を盛り上げていく体制を作

っていくことが課題。 

、

街なか感謝デー実行委員会等 
１．街なか感謝デー実行委員会 

・(協)総曲輪通り商盛会 会員数 7 1 商店 

・(協)中央通商栄会   会員数 9 1 商店 

・西町商店街      会員数 6 2 商店 

・㈱大和富山店・㈱西武百貨店富山店 

２．越中大手市場実行委員会（大手モール振興組合） 

３．㈱富山市民プラザ 

関連 U R L 

 h ttp ://w w w 3 .city.toyam a.toyam a.jp/m ach ikad o/ 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

来街者で賑う中心商店街 

 

越中大手市場 

富山県 

商店街周辺地図 
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「昼」と「夜」の顔をもつ商店街のまちづくり 

 

 
コミュニティ基地「K an azaw a B izcafe」の設置、光ファイバーによる商店街
のネットワーク化と、多彩なイベント・地域一丸となった活動。 

○！  ここがポイント 

■ 事業実施の背景 

 加賀藩前田家の城下町としての歴史を持つ金

沢市の中心に位置する片町商店街は、国道沿い

大通りに面し、加賀藩時代の老舗から、最新ト

レンドショップや夜の繁華街が一同に軒を連ね

る古く歴史ある商店街である。 

 古き良き伝統を育みつつ、近年は「情報発信

のまちづくり」をテーマとして、活性化の取り

組みを行なっている。テレビやフリーペーパー、

携帯を駆使したイベント等、店からお得な情報

を投げて顧客を呼び寄せるしくみを考案し、取

り組んでいる。また、片町・香林坊地区の５商

店街でイベント等を開催するなど、５商店街が

一丸となる事で、より話題性・参加性を呼び、

広く来街を図り、各町の魅力の再発見を促して

いる。 

■ 事業の概要 

①片町 IT 化による情報発信 

1 )金沢ビズカフェの設立と実験事業 

 ２００１年（H １３年）より、地元企業、行政、

大学との連携を取りながら、IT 化による商業振

興を目指してきた。商店街関係者の交流の場、

商店街に関わる人達の交流の場、情報発信の拠

点として、「空き店舗対策」の一環として、２０

０１年８月商店街の真ん中にある空き店舗に金

沢ビズカフェ（１階：洋食屋、２階：インター

ネット利用のコミュニティペース、３階：会議

室（パソコン教室等に活用））を整備。 

2 )商店街のＬＡＮ化 

 ビズカフェ設立に併せ、片町商店街をフィー

ルドにした IT 化への実証実験として、商店街を

ネットワーク化。以下の実験事業を実施。 

・プラズマ大型ディスプレイでの情報発信 

・プラズマと携帯電話を連動したシステム 

・携帯電話からの投票型コンテンツ 

  金沢大学の学生の考案による「口コミグル 

メビストロスナップ」を実施。来街者が片町でお

勧めの料理の写真を携帯電話で撮影し、写真と共

に、コメントを携帯電話から投稿。投稿された情

報が商店街ホームページ、大型ディスプレイに反

映されるという仕組み。 

・福光町との連携サイト「キンプクドットコム」を開

設 

・片町美人ママを動画で配信 

・携帯電話でのクーポンサービスを実施 

3 )片町ホームページ「イーカタマチドットコム」 

平成１３年にホームページを開設。トップページに

は、北陸随一の繁華街として昼と夜の顔を併せ持つ商

店街に相応しく昼夜の街の写真を掲載し、それぞれの

情報を分割して視覚的にも分かり易いページを作成。

また、各個店情報を商店主自身で簡単に編集出来る

ホームページ、金沢市商店街連盟「金沢商店街物語」

と連動させる事により、より情報量を増やす事を目指

しており、以下のコンテンツ等を展開。 

・金沢片町ショッピングサイトを開設 

・片町マエストロを紹介（２０名） 

②イベント開催（２００５年度） 

1 )「e-片町お店スゴロク３」 （６月：三日間） 

商店街の店舗に Q R コードを印刷したポスターを貼

り、その Q R コードを携帯電話で読み取り、画面表示

された画像やメッセージをヒントに指令をクリアしな

がら商店街を回遊するスゴロクゲーム。 

2 )「片町ゆかたまつり」 ７月３１日、８月６日 

 ゆかたまつりの雰囲気を盛り上げる為、街灯フラッ

グや統一ポスターもゆかた柄の夏バージョンを掲出

し、店頭スタッフのゆかた着用を促し、呉服店の協力

で着付けサービスを展開。 

3 )「クリスマス片町テレビ特番」１２月１日 

商店街の魅力と各個店の紹介を北陸放送にて1 時間

の特別番組「クリスマス特別番組・今夜はかたまちキブン」

を制作し放送。街のホスト役として、‘0 4 年ミス日本

（金沢出身）と地元アナウンサーが片町を訪ね歩き、
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石川県 

片町商店街 
所在地    ：石川県金沢市 

会員数       ：正会員６６組合人 準会員６５会員 

商店街の類型  ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ：http ://w w w .e-katam ach i.com / 

 

    金沢ビズカフェ 

 

プレーゴ 

 

７月 屋外映画上映会＆トークショー 

大人の片町らしいクオリティの高い番組に仕上げ

た。 

4 )大道芸を交えたプレーゴ広場でのイベント 

片町プレーゴ広場を活用した様々なイベントを開

催。なお、開催にあたっては、金沢ＴＭＯが中心市

街地で実施している大道芸（金沢市が選定：まちな

かパフォーマンスシアター「マップス」）を、イベン

ト内容に応じて効果的に活用し、更なる賑わいを持

たせている。 

・「おんぶ刑事」映画鑑賞会 ７月２７日 

・「片町 X’M A S イルミネーション」１１月１日～１２月２ 

 ５日 

③金沢中心商店街まちづくり協議会（５タウンズ） 

香林坊・片町地区５タウンズでの活動 

1 )金沢中心商店街まちづくり協議会（５タウンズ）

の発足 

2 )金沢桜まつり 

桜の開花時期にあわせて、広坂通りの歩行者天国

をメイン会場として５町で一体イベントを開催。 

3 )ファイブタウンズフェスタ（１０月） 

ストリートダンスコンテストなど５町共同のイベ

ントを開催。 

4 )金沢ファイブタウンズマガジン 

５町共同のフリーペーパー「K A N A Z A W A  

5 T O W N 'S  M A G A Z IN E」を発刊した。金沢の中心

市街地における商店街振興のシンボル的な冊子を目

指して、５町における様々な情報を街ごとに一元化

掲載。発行部数は１１万５千部で、商戦シーズンご

とに発刊。（４月、６月、1 0 月） 

■ 事業の効果 

 イベントのスゴロクゲームでは、毎年平均 1 ,0 0 0

名の参加者を募って実施しており、新聞、ＴＶ等の

取材が多く、注目度が高い。また、テレビ特番では、

視聴者プレゼントで 8 3 8 人の応募があった。 

 さらに、映画鑑賞会では、出演者等のトークショ

ーを行い、観客動員 1 5 3 人もあり、会場が満席とな

り大好評を得た。 

 ５タウンズの活動においても、ストリートダンス

コンテストに全国から出場者が集結し話題性を集め

た。 
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街並み整備とイベント開催で商店街の再生 

■ 事業実施の背景 

・ 急激な人口減少と商店街衰退によって駅周辺

地域から柳ヶ瀬地域を中心とする都心部が空

洞化した。 

・ かつてはいわゆる駅前通りとして賑わった南

北約3 0 0 ｍ（幅員約６ｍ）の玉宮通り商店街

も、来訪者の減少が著しく、街の再生に向け、

地権者とテナントから成るまちづくり協議会

を新たに結成した後、ハード・ソフト両面から

様々なまちづくりを展開した。 

・ 行政側も、総合計画における活性化策の一つ

として、両地区の間に位置する玉宮通りを、主

要な歩行者動線軸として位置付けるとともに、

歩行者優先のショッピングモールの形成によ

り、都心部全体の回遊性の促進と賑わい再生を

目指して、支援を行った。 

 

 

■ 事業の概要と経過 

① まちづくり協定の締結と街並み整備の推進 

・ まちづくり協定の締結（街並み整備のルール

化）による個性的な景観を有する商店街の創出

（1 .5 ｍのセットバック、半地下建物の奨励等） 

・ 事前協議システムによる協定遵守の担保（確

認申請提出前の協議） 

・ 整備費用助成による事業の推進（市によるセ

ットバック空地整備補助） 

② 新しい社会実験の開催による新しいまちづくり

の展開 

・ オープンカフェ社会実験（H 1 6）の先駆的試

みによるモール化の促進とまち情報の発信 

・ 落書きクリーンアップキャンペーンの実施

（H 1 7 ） 

③ 定期的なイベントの開催と販売促進活動の展開

・ 賑わい再生のまちづくり活動の一環として定

期的なイベントを開催 

 

 

 

■ 事業の効果 

① 魅力的な街並みの整備と個性的テナントの集約

・ １件／年程度のペースで街が更新され、全体

の約3 0％程度が建て替わった 

・ 既存の街並みとも相まって個性的な街並みが

生み出され、それとともに多種多様なブティッ

クや居酒屋が集積した。 

 

 
商店主を中心とした地域住民がまちづくり組織を結成し、まちづくり協定の
締結と街並み整備の推進、オープンカフェ等の実験的なイベントを開催。 

○！  ここがポイント 
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② イベント開催による賑わい再生 

業種の壁を越えた、一体的な一つの商店とし

てイベントを実施することにより、まちなかシ

ョッピングモールとしての個性化を図ることが

できた。 

③ 都心部の回遊性促進と一体的な発展 

歩行者交通量の相対的な増加による賑わい再

生と、人的・物的な流動促進による駅周辺・柳

ヶ瀬地域双方の活性化が図られた。 

④ 先駆的な試みによる街の情報発信 

オープンカフェ社会実験や落書きクリーンア

ップキャンペーンにより、常に新しい街のあり

方を模索しつつ、外部に対する恒常的な情報発

信を図った。 

 

■ 事業の課題 

① 街並み整備のスピードアップ 

まちづくり協定に基づいた魅力的な街並みの

早期実現に向け、建替え活動のスピードアップを

図る。 

② 景観協定等の法的拘束力を有するルール化 

任意協定に過ぎないまちづくり協定を法的拘

束力を有する景観協定や景観地区、あるいは地区

計画のレベルに引き上げることにより、より確実

に魅力ある街並みの形成を促進する。 

③ クルマ排除による歩行者空間化の促進 

現在のクルマ規制の状況は、平日は朝夕、休日

は終日であるが、よりゆったりとショッピングや

飲食ができるための、歩行者専用化の実現に向け

た条件整備（共同駐車場の確保等）を図る。 

④ テナントミックス等も含めたまちづくりマネジ

メントへの発展 

テナントミックス等の商店街全体のタウンマ

ネジメントを実施することにより、バランスのと

れたモール型のショッピングストリートを創出す

る。 

⑤ 線から面へのまちづくりの展開 

都市部の回遊性促進のため、玉宮通り沿道のま

ちづくりを面的により広域に拡大することによ

り、より効果的なまちづくりを促進する。 

玉宮通り商店街 
所在地 ：岐阜市 

会員数 ：約１００名（玉宮まちづくり協議会） 

商店街の類型 ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ ：h ttp ://w w w .city.gifu .gifu .jp /m ach i/tam a

m iya/tam am iya.h tm  

 

玉宮通り商店街 
 

オープンカフェ社会実験 

岐阜県 
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■ 事業実施の背景 

○商店街の概要 

  当該地区は大須観音の門前町で、東西約６００

ｍ、南北約４００ｍで囲まれた区域内にいくつも

の道路が交差し、その主な通りには連坦性を持っ

た８つの商店街が形成されている。アーケードタ

イプの商店街が主流で、個性的で多様な個店が集

積した庶民的で広域的な商店街である。  

  ８つの商店街には約４００店舗、地区内全体で

は約１１００店舗が集積し、あらゆる商品がそろ

っており、「ごった煮」的面白さがあるため恒常

的な賑わいを呈している。また、若者から高齢者

まで多種多様な来街者のニーズを満たすべく「大

須ブランド」を構築しつつある。 

○商店街活性化への取り組み経緯 

門前町としての大須は、商業の街として戦前ま

で大いに発展してきた。しかし、戦後、徐々に衰

退の一途をたどり、名古屋市の中心地区である栄

地区との間に若宮大通り（幅１００ｍの道路）が

できると「陸の孤島」化し、人通りの寂しい空き

店舗ばかりの商店街と化した。 

 

に導入された事例としては、国内最大級となった。

決済手段を広げ、サービス向上で利用客の増加を

図る。安心・安全なまちづくりのため、ＡＥＤ（自

動対外式除細動器）を１台設置。今後も設置箇所

を増やす予定。 

 

■ 事業の効果 

①商店街のイメージ定着 

  イベントのうち最大の「大須大道町人まつり」は、

平成１７年度で２７回目（毎年１回）になる。例

年、名古屋まつりと同時開催だが、今回は、万博

のため名古屋まつりが早くなり、単独の開催とな

ったにも関わらず、例年に近い動員があった。 

②若手経営者及び組合員間の連帯感の向上 

イベントの実行委員長（責任者）は、若手経営者

から選任し、企画～立案～実施まで、各委員、組

合員を牽引し、協力のもと運営。なお、実行委員

長は毎年変わることが取り決めてられている。 

③その他 

・Ｅｄｙを導入し決済手段の多様化と利便性を提供。 

・ＡＥＤ導入による「安全安心な商店街」。 

  これらは新しい取組として、来街者サービス向上

とともに、他地区に先行して取組、大須商店街の

情報発信のソースでもある。 

■ 事業の課題 

 ①集客増、購買増を目指す。 

 ・イベントの内容の検討をして、新しいものを取り

入れ常に新鮮なものとする。  

 ②組合員の意識向上を図る 

 ・個店の経営は、テナントがやや増加傾向のため、

組合員意識の向上を図るとともに、組合員のメリ

ットになる事業の検討。（今回 大須商品券を実

施 2 0 0 6 .0 4 ） 

昭和５０年に、この現状に危機感を抱いた地元

商店街は大学の先生や専門家などと協力して「ア

クション大須」を実施し、この成功がきっかけと

なり、昭和５３年以降、「大須大道町人祭り」等

の仕掛けを連続して行うとともに、これと前後し

て特徴ある大型店が出店してきたため、人通りが

変わり、空き店舗が埋まっていった。大須観音に

隣接してアーケードが設置されているため、参拝

客が直接商店街を訪れることができる。 

 

■ 事業の概要 

・最寄りの地下鉄駅構内には商店街方面の案内掲

示がされている。 

・地元テレビ局の放送スタジオが商店街の中にあ

り、平成１６年４～９月の半年間にわたって、

月～金曜日の夕方に毎日そのスタジオから生

放送をしていた。 

・商店街各所で商店街マップを無料配布してい

る。マップには商店街振興組合に加盟していな

い店も掲載している。 

・店主が高齢化して、来客者の需要に応じる商品

（特に服、靴）を選定できなくなると、外から

若い店長を呼んできて品物を変えて対応する

店が多く見られ、外部の人による活性化が図ら

れている。 

・店主が扱う商品を変えることをあまり厭わな

い。家具屋を営んでいた人が儲からないと靴屋

に商売替えをするといった柔軟な対応をして

いるのが強み。 

・近所の不動産屋が出店希望者に対して空き店舗

情報を提供しており、外部からの出店希望者も

多いため、空き店舗は殆どない。 

○新しい取り組みと今後の動き 

・平成１７年７月１日から電子マネー「Ｅｄｙ」

を導入。商店街の若者向けの衣料、雑貨店など

を中心に約２００店舗が参加、商店街で一時期

大須商店街連盟 
所在地    ：愛知県名古屋市 

会員数    ：８組合 ３６８店 

（万松寺通商店街、大須新天地通商店街、名古屋大須

東仁王門通商店街、大須仁王門通商店街、大須観音通

商店街、大須門前町商店街、大須本通商店街、赤門明

王商店街） 

商店街の類型 ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .osu .co.jp / 

 

大須大道町人祭りのオープニングセレモニー 

 

名古屋テレビ放送（メーテレ）のＴＶ放送スタジオ 

平成１６年４～９月の半年間、毎週月～金曜日の夕方にこの

スタジオから生放送を実施した。 

愛知県 

 

 

電子マネー導入やＡＥＤ（自動対外式除細動器）の設置などの取り組みに加え、
手作りイベントの実施など、「ごった煮」的面白さにより恒常的な賑わいを創出。

○！  ここがポイント 

※ ＡＥＤ（A u tom ated  E xtern al D efib rillator：

自動体外式除細動器）とは、電気ショックが必要

な状態を判断できる心臓電気ショックの器械であ

る。 

除細動（心臓への電気ショック）器の使用は、

これまで医師・看護師・救急救命士などにしか許

可されていなかったが、平成１６年７月より除細

動器の使用が一般市民にも認められ、最近では、

駅・スタジアムなど、たくさんの人が集まる施設

への設置が進んでいる。 
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まで多種多様な来街者のニーズを満たすべく「大
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○商店街活性化への取り組み経緯 

門前町としての大須は、商業の街として戦前ま

で大いに発展してきた。しかし、戦後、徐々に衰
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(5 )近 畿 

 
    京都錦市場商店街（京都府京都市）・・・・・ 50 

 

  粉浜商店街（大阪府大阪市）・・・・・・・・ 52 

 

     天神橋三丁目商店街（大阪府大阪市）・・・・ 54 

 

  豊中市内５商店街等（大阪府豊中市）・・・・ 56 

   

   阪神尼崎駅前 13 商店街（兵庫県尼崎市） ・・ 58 
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「錦市場」活性化へ向けた伝統と革新の追及 

■ 事業実施の背景 

 

京都錦市場商店街は、京都市のほぼ中心に

位置し、日頃から生鮮や加工食品を販売する

「京の台所」として多くの市民に親しまれて

きた。 

 

また食への関心が高まるなかで、同商店街

は観光スポットとしても注目を集め、京野菜

などの食材を使った料理を提供する店も増え

てきている一方、異業種の出店や観光俗化に

よる「錦らしさ」の喪失が危惧されている。 

 

さらに最近京都市内はもとより首都圏など

同商店街以外で「錦市場」を名乗った飲食店

や商品が目立ち始めていることに危機感を抱

いていた。 

 

 

■ 事業の概要 

 
このような危機感から「錦市場」のブランド力を

継承維持し、さらなる「錦市場」の繁栄を目指し「錦

にぎわいプロジェクト」を発足させ、以下の事業を

推進している。 

 

①「錦市場」商標登録の取得 

 「錦市場」のブランドを適切に保護するため、

平成１６年４月に特許庁に商標登録を出願し、平

成１７年１月京都府内の商店街では初めて「錦市

場」の商標登録を取得した。 

 

②「錦流」文化創出イベントの実施 

平成１５年１０月に若手デザイナーによる

「出雲の阿国」をテーマにしたファッションショ

ーを開催し、約７００人の観客を集め新たな一面

を見せるとともに、平成１７年３月及び１０月に

は京都市の姉妹都市フィレンツェ（イタリア）の

サンロレンツォ市場から関係者を招き、ズッキー

ニの漬物などの販売、即席のワイン立ち飲みバー

も開設し、食のイメージの広がりと奥行きのある

イベントを実施した。 

 

③「錦らしさ」を追求するテナントミックス 

 食にこだわる「錦らしさ」に共感し、伝統を守

り育てていこうとする経営理念をもつ出店希望

者を募集しテナントバンクへ登録するとともに、

空き店舗が発生した時、その家主にテナントミッ

クスへの理解を求め、出店希望者に物件紹介や家

主との面談・交渉を支援している。 

 
 
 
「錦らしさ」・「錦ブランド」を次代へ継承発展させる「錦にぎわいプロジェク
ト」の推進。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

 
①商標登録取得による責任の共有化 

「錦市場」ブランドの乱用防止はもとより、組

合員が商品の製造、品質管理、販売の全てにおけ

る「錦市場」ブランドとしての責任を自覚し、食

へのこだわりを再認識した効果は大きい。 

 

②世界の「錦市場」としての第一歩 

 海外提携具体化の促進とイタリアと日本両地で

のイベント開催や交易、市場のビジョン策定へ向

けた足がかりとなった。 

 

③「錦らしさ」の新陳代謝 

 商店街（市場）としての絆を大切にし、円滑な

新陳代謝が図られ、概ね「錦らしさ」のテナント

ミックスは順調に進捗している。 

 

■ 事業の課題 

 

① 商標登録による差別化を明確にするためのより

具体的な「錦市場」ブランドの創出 

 

② 海外提携による世界の「錦市場」としての販路開

拓 

 

③ 員外への「錦らしさ」を追求する啓発 

 

④「錦市場」には他にない、いつも新しい感動が得

られることを顧客に期待させるこだわりへの飽

くなき追及 

 

京都錦市場商店街 
所在地    ：京都市 

会員数    ：１２６商店 

商店街の類型 ：超広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w . kyoto-n ish iki.or.jp/ 

 

京都錦市場商店街 

京都府 

ファッションショーの様子 
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「はったつ市」の告知を掲げた商店街の様子   

商
店
街
等
活
性
化
事
業
の
事
例 

 

大
阪
府
大
阪
市 
粉
浜
商
店
街 

神社と連携して賑わいを創出 

■ 事業実施の背景 

1 9 8 0 年代に周辺の商業地の整備が進み、

地域間競争が激化、来街者が減少しはじめた。

そこで、①商店街の独自の顔となる目玉イベ

ントをつくってお客様を呼び込むことが必要

であった。 また、②老朽化していたアーケ

ードとカラー舗装を改修する必要があった。 

■ 事業の概要 

①「はったつ市」の実施 

 粉浜商店街の近くには住吉大社がある。関西一の

参拝を誇る歴史のある神社「住吉大社」は初辰さん

の名で広く親しまれている。毎月初めの辰の日に行

われる例祭「初辰まいり」は、ハッタツ＝発達に通

じるところから、商売繁盛・家内安全・徐災招福な

どの御利益があり、とりわけ四年間（四十八月）お

参りすると、四十八辰（始終発達）となって諸願成

就するとされている。そのため、毎回 1 万人の参拝

客が近畿一円から訪れている。「はったつ市」は、

これらの参拝客に商店街で買物してもらおうとい

うのが狙いで平成 2 年から行われている。住吉大社

境内において、参拝者にチラシを配布する。チラシ

を持ってきた買物客は商店街入口２ヶ所でスタン

プを貰う（スタンプラリー）。そのチラシ 1 枚で空

クジなしの抽選が 1 回でき、大吉千円・中吉五百

円・小吉百円の買物券が当たるようになっている。

また、年１回の初辰大祭（毎年５月）には、大大吉

三千円の買物券を出す。各店舗の店先には招き猫の

イラストのポスターが貼られ、組合員は、これらの

買物券を自店で使ってもらえるようお買得品を用

意し、赤い「はったつ市」ハッピやエプロンを着用

して顧客を迎える。 

②アーケード・カラー舗装等のハード面のリニュー

アル 

粉浜商店街のアーケードは、昭和 2 8 年に第１回

が建設され、昭和 5 2・5 3 年にアーケード・カラ

ー舗装工事が完了した。その後2 0 年近くが経過し、

老朽化が目立つようになったため平成 1 1・1 2 年

に改修工事を完了した。 

 

 

 
 
 
アーケード、カラー舗装等のハード面のリニューアルで、買物客の安全性の向
上を図るとともに、近隣の神社と連携したイベントにより賑わいを創出。 

○！  ここがポイント 
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■ 事業の効果 

① 「はったつ市」の実施による賑わいの創出 

今では、参拝客だけでなく地元の人たちにも大

好評で、毎回約 3 千人が抽選会に参加し、毎月こ

の日は来街者数が倍増するまでになっている。商

業者も大いにハッスルし、「はったつ市オリジナル

商品」の開発にも力をいれている。今では、「はっ

たつ寿司」「はったつ豆」「はったつコロッケ」等

の人気商品が生まれ、市の賑わいに華を添えてい

る。 

② アーケード・カラー舗装等のハード面のリニュ

ーアル 

  快適な買物空間の確保と既存の老朽化したアー

ケード・カラー舗装の更新による安全性の向上が

図られた。 

 

■ 事業の課題・反省点 

「はったつ市」や「住吉公園さくらカーニバル」

は実績もあり、商店街への集客力向上効果も高い。

しかし、地元住民の購買流出を防ぐためには、新

たなイベントが必要である。7月の木曜定休日に開

催して集客が多い夜店を大規模なイベントとして

定着化することが課題である。 

粉浜商店街の方向性を、地域住民の便利な買物

の場としての「住人を増やす方策」と、地域の名

所等をＰＲして遠隔地から「来街者を増やす方策」

の両建てを確立することが課題である。 

 

粉浜商店街 
所在地    ：大阪府大阪市 

会員数    ：約１２０ 

商店街の類型 ：近隣型商店街 

関連ＵＲＬ  ：粉浜商店街 

        h ttp ://w w w 3 3 .ocn .n e.jp /~koh am a/ 

 

 
          アーケード 

 

大阪府 
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 街のシンボルはアーケードを彩る天神花 

 

 

 

 

 

 

 

商
店
街
等
活
性
化
事
業
の
事
例 

 

大
阪
府
大
阪
市 
天
神
橋
三
丁
目
商
店
街 

ほんまもんの商店街の繁盛店づくり 

■ 事業実施の背景 

天神橋三丁目商店街振興組合は、常に街再

生の視点から商店街の復興を目指してきた。

その甲斐あって、いまでは空き店舗もなく、

賑わいを見せている現状である。 

しかしながら、商店街の集客が必ずしも既

存の各個店を潤すものでもなく、経済不況に

より個々の店の体力が弱り、閉店を余儀なく

されつつあった。 

また、天神橋三丁目商店街には、空き店舗

を埋める形でフランチャイズチェーンやナシ

ョナルチェーンが進出を計ってくる。その中

で、既存の各個店がこれらに対抗するために

は、経営改善、店舗レイアウト・ディスプレ

イの改善が不可欠であり、こういった改善策

を習得する必要があった。 

■ 事業の概要 

ほんまもんの商店街の繁盛店づくり 

・老舗を継ぐ戦後三代目の商人（３０～４０代）を中

心に商人塾を開く（平成１６年８月から平成１７年

１月まで毎月１回実施）。 

・「個店の問題点の抽出」、「商品構成の見直し」、「顧客

づくりとレイアウトの見直し」、「ブランドをつく

る」、「改装の留意点」、「催事設計」等ソフト・ハー

ド両面をテーマに、参加店舗間で意見交換を実施。

・既にお客様に知名度のある「天神橋筋」をブランド

とし、「老舗クローズアップ大作戦」と称して活動を

実施。 

・集客アップの取組の１つとして、「朱印帳」ならぬ「集

印帳」を作成。これは、買い物客が各店オリジナル

のハンコを集めながら、老舗巡りを楽しんでもらう

ものである。 

 

・塾の開催にあたっては、外部コンサルタント・専門

家を招き、店舗レイアウト・ディスプレイの改善を

行った。あわせて店舗運営の技法、考え方を習得し、

今後自店で改善できることも目標とした。 

 
 
個店経営者、後継者に対し、店舗レイアウト・店舗運営計画・店舗ディスプ
レイなど、繁盛店の創造計画を実務を交えて指導し、若手人材を育成。 

○！  ここがポイント 

集印帳に押される、老舗をイメージしたハンコ 
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■ 事業の効果 

・店舗診断の助言により店舗レイアウトを変更、店

のイメージが変わり新鮮に蘇った。結果、徐々に

来店客の増加につながり、繁盛店を目指す意欲が

向上した。 

・コンサルタントからは、「顧客にとって魅力ある店

とはどうあるべきか」、「入店を促すにはどうすべ

きか」の視点を学び、今後の店舗運営のノウハウ

を習得できた。 

・塾修了生には「街の達人」の称号を授与したこと

により、店主は老舗の自信を取り戻すとともに、

天神橋の街守りとしての自覚を増した。街と店の

活性化促進のリーダーとなる人材育成につながっ

ている。 

・受講生にアンケートを実施。調査結果は、２年目

以降のデータとして組合に情報蓄積されている。

 

■ 事業の課題・反省点 

・飲食店と物販店では、営業時間、閉店時間が異な

るため、同じスケジュールで研修を行うことが難

しく、今後運営委員会の検討課題である。 

・研修参加店を増やすには、研修内容をさらに魅力

あるものにする必要がある。修了生のアンケート

を基に検討する意向。 

・「老舗クローズアップ大作戦」を西国三十三ヶ所巡

りにかけて「天神天満三十三ヶ所巡り」のキャッ

チコピーで展開する。ゆくゆくは加盟店を増やし

「八十八ヶ所」を目指している。 

・大作戦の一環として、「今に活きる天神橋筋の街商

人たち」の冊子を販促ツールに活用すべく企画中。

老舗店の紹介のほか店主の写真も掲載。あわせて

「集印帳」参加店を増やすべく呼びかけていく予

定。 

・老舗のプライドを維持しつつ、お客様の信頼を獲

得できるようにすることが課題。 

天神橋三丁目商店街 
所在地    ：大阪府大阪市 

会員数    ：１６４ 

商店街の類型 ：超広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://ten jin 1 2 3 .com / 

 

 

天神橋筋商店街 

大阪府 

商人塾 店舗診断・助言の様子 
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大阪文化服装学院の学生が提案した新ショップ 

（同学院の卒業展示にて）  
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きらりと光る商店がまちの魅力を高める 

■ 事業実施の背景 

阪急宝塚線豊中駅周辺は従来より金融・商業

の中核ゾーンとして繁栄してきたものの、車に

よるアクセスの不便さや郊外大型店の出店等

により、徐々にその地位を低下させてきた。そ

のため、駅前商店街の衰退に危機感を抱いた商

業者有志が始めた勉強会から活動がスタート

し、平成4年に行政の支援を得て、地域住民と

一体となってまちづくり活動を推進する「豊中

駅前まちづくり協議会」（平成1 4年に「まちづ

くり推進協議会」に改名）が発足した。その後、

「まちづくり構想」を具体的に進める事業主体

として、上記メンバーを中心として平成1 1 年

に「（有）豊中駅前まちづくり会社」を設立し

た。ハード整備やイベント等による活性化策だ

けでなく、個店が元気にならなければ、まちの

活性化には繋がらないとの考えから、個店の活

性化に注力するようになった。商店街等を構成

する個々の店そのものにスポットライトを当

て、それらのきらりと光る個店の魅力の集合体

として商業集積全体の活性化を図っていこう

とする考え方が必要になってきた。 

このような考えから、平成1 3 年度に「繁盛店づ

くりサポート事業」を開始した。この事業では個店

にアドバイザーを派遣し、経営改善等の指導を行っ

たが、専門家などの支援者と商店主のやりとりの支

援の現場での相談やアドバイスなどが商店主間で

フィードバックできれば、なお効果的である。その

ようなことから、経営改善を目指す商店主が集まっ

て情報交換・交流する必要性を改めて感じた。また、

個店支援の初期の段階では「経営の課題整理」とい

った側面が強かったが、課題解決に向けた具体的な

作業までを視野に入れ、品揃えの見直し等、個々の

お店の抱える具体的な問題に対応するとともに、新

たな商品の開発・発掘の支援として、「逸品づくり

チャレンジ事業」(H 1 5 )に取り組んだ。これらの事

業の集大成を図り、これまでの個店の経営改善支援

を拡充したのが平成1 6 年より実施した「あきんＤ

ｏクラブ」である。 

一方で、この「繁盛店づくりサポート事業」には、

これまで商店街の共同販促事業にも積極的でなか

った若手商店主や後継者が参加しており、自店の経

営改善を検討する過程で「商店街への集客アップが

なければ、個店の経営改善だけでは難しい」と、自

分の商業団体の事業への問題意識も芽生え始めた。

こうして、商店街の次代のリーダーを養成するため

の講座「新・商人大学」を平成1 5年に開催した。

 

■ 事業の概要 

○商人塾 

 「あきんＤｏクラブ」では、「繁盛店づくりサポ

ート事業」の経験を踏まえ、商店主が集まる塾の形

式にしたうえで、全体研修と分科会、さらに個別指

導というカリキュラムを組んだ。前半１時間で全体

研修を行い、経営全般等に関する講義を行う。後半

の１時間は分科会で、「経営改善」「新商品」「販促・

ＰＲ」の３部会に分け、受講者はそれぞれの講座に

 

 
個店にスポットライトをあて、「あきんＤＯクラブ」での取組を通し、商業者
を育成・支援。きらりと光る個店の魅力を集め、商業集積全体の活性化へ。

○！  ここがポイント 
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分かれてテーブルを囲むゼミナール方式で進められ

る。また、分科会終了後に交流会の場を設け、受講者

同志の交流を深めていくよう配慮した。このような集

合研修は毎月１回、計８回開催。さらに、若者の新た

な視点や感性を活用する大阪文化服装学院の個別支

援や消費者に自店の特徴や「売り」をアピールするケ

ーブルテレビの特別番組の支援がある。 

 

■ 事業の効果 

塾への参加１８店舗のうち、経営改善に着手したの

が１６店舗。塾の形式を採用したことにより、受講生

（商業者）の仲間意識が強まり、また、お互いの店に

ついてアドバイスや意見交換をするようになり、いい

意味で競い合う雰囲気が生まれた。 

 また、売上げが商人塾参加の前年比約３倍となった

店舗も出てきている。 

 

■ 事業の課題・反省点 

今回の「あきんＤｏクラブ」は参加者の間でも大変

好評であった。今後も継続的にこの事業を推進してい

く考えである。ただ、まだ十分にこの事業のメリット

が多くの商業者に理解されていないのが現状である。

したがって、いかにこの講座が実践的・効果的である

かを広報等を通じてＰＲしていくことが課題である。

豊中市内５商店街等 
所在地     ：大阪府豊中市 

会員数     ：５商店街等２０５店 

（桜塚商店街、岡町商店街、服部阪急商店街、豊中新開地市

場事業協同組合、豊中市桜塚ショッピングセンター事業協同組合 

本事業参加数  ：１８店 

商店街の類型  ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ   ：（有）豊中駅前まちづくり会社 

      h ttp ://h om ep age2 .n ifty.com /m atid u ku ri/ 

 

 
「あきんＤｏクラブ」全体講義 

大阪府 

「あきんＤｏクラブ」分科会 
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地元球団への応援で彩られた商店街 
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地元球団とともに躍動と感動の商店街 

■ 事業の背景 

尼崎市の中心市街地は終戦直後のヤミ市、そ

して高度成長期に「阪神間工業地帯」の衣食を

賄う街として大きな発展をとげた。尼崎市の人

口も昭和４０年代には５６万人を数え、人口密

度全国ナンバー１の街だった。現在は、産業構

造の変化などの波に洗われ尼崎市の人口は４

６万人に減少し、その大半は阪神尼崎駅を中心

とする「市・南部」で減少した。 

ピーク時には、小売 1 0 0 0 店に飲食店が数

百軒にのぼった街も徐々にその活力は失われ

ていった。それでも 1 3 の商店街・市場に現在

6 0 0 軒もの物販店が立地し、中核となる中央

商店街は１９０軒に空き店舗が「0」という状

態で、出店希望者が引きも切らさない状態であ

る。 

ただし、この５年間に、地元商店主が廃業し、

ナショナルチェーンなどに衣替えした件数は

半数近い９０件に上る。 

中央商店街からはずれた商店街や市場には

空き店舗が急速に増加し、街に危機感が募る

中、その中央商店街の中の中央三番街が、平成

１４年、地元球団の開幕７連勝フィーバーの際

に「私設マジックボード」をアーケードからぶ

ら下げたことから、地元球団を応援する商店街

としてマスコミから大きな注目を浴びた。 

 

■ 事業の概要 

①地元球団とともに躍動と感動の商店街を目指

して 

以来、地元球団が好調になると必ずマスコミは

この街に取材に来るようになった。そして翌年の

優勝時には駅前で約 7 0 0 0 人を動員してのパブ

リックビューイングを開催、一層メディアからの

注目が高まった。優勝セールには３０年前を思わ

せるほど多くのお客様が押し寄せ大賑わいとな

った。口々に「あれが、マジックボードや」「あ

の店のオジサンテレビに出ていたな」「少し来な

い間にこの街も変わったな」と話しながら買い物

をした。特に地域の常連の皆さんが嬉しそうなの

がとても印象的でメディアの効用が実感できた。

「ホンマに地元球団を応援する商店街は大事な

リソースや、これでいこう」すぐに決まった。 

②２年後に岡田監督で優勝 

 商店街の方向性は決まったものの、翌年は監督

が変わって球団の調子は悪かった。ところが、平

成１７にまさかの優勝。 

 この間に、イロイロな仕掛けを準備できた。株

式会社T M O 尼崎が関西の４大学と共同研究に取

り組んでいたが、そのテーマのひとつに「地元球

団グッズの開発」を挙げ、甲南大学経営学部と取

り組み「応援戦隊・アマレンジャー」を２００５

年 4 月にデビューさせた。また、関西大学商学部

は、空き店舗率が 5 0％近い新三和商店街にある、

アーケード内の歩道タイルに昭和５７年に埋め

込んだ1 8 人の往年の名選手の手形をまちおこし

に使おうと秘策を練り始めていた。 

ところが、そこにまさかの優勝。２年前には「私

設マジックボード」しかなかった取材ポイントが

監督の手形、アマレンジャーは街を移動し、タイ

ムリーに行う「ホンモノマジック点灯イベント」

と連日連夜マスコミに様々な応援シーンを露出

することができるようになった。 

 

「地元球団の商店街」のイメージでメディアに露出する「阪神尼崎駅前商店
街」。 

○！  ここがポイント 
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そして、イヨイヨ優勝のその瞬間、「あの感動をも

う一度皆で分かち合おう」と「駅前でのパブリッ

クビューイング」は、数百万円の予算も商店街で

即決支出が決まった。 

 

■ 事業の効果 

優勝翌日からの「セール」は前回をも上回る大

盛況となった。前回のセールで「予想外の来客に

セール準備を怠った店」「セール品に限定しすぎて

売上につなげることができなかった店」の学習効

果も手伝って、売上額もまさにフィーバーとなっ

た。 

 

■ 事業の課題 

「地元球団が弱いときはどうするネン」そんな

ネガティブな話は出なくなった。イロイロなアイ

デアが今出てきている。 

「球団の往年の選手の手形を地面に置くのはも

ったいない」「アマレンジャーのグッスを開発しよ

う」「名物のオバチャンやアマレンジャーだけでは

アカン、オレがチンドン屋するワ」「今度は金本選

手のイベントや」老いも若きもワイワイガヤガヤ。

話題は尽きない。 

オマケに悪夢の日本シリーズ終了からわずか１

月間で、三和地域の空き店舗が 7 軒も埋まった。

「やったらできる」ポジティブ思考に拍車がかか

りそうな気配。 

 1 3 の商業団体が、それぞれにそれぞれの持つ

資源を有効活用しよう。アイデアを学生も一緒に

皆で考えよう。思いついたらすぐにやろう。何と

かこの機運をより一層良い方向に繋げて行きたい

意向。今年、地区の入口である阪神尼崎駅最寄り

の商店街アーケードがリニューアルされた。単に、

アーケードの更新だけではなく「安全安心そして

ファサードの統一を視野におさめた街づくりガイ

ドライン」が高らかに謳われ、官民一体となった

新たなまちづくりで、地域連携も育ち始めている。

尼崎ならではの逸品「メイドインアマガサキ」の

販売も好評。 

  

阪神尼崎駅前 1 3 商店街 
 

所在地    ：兵庫県尼崎市   

会員数    ：1 3 商店街・市場 約 6 0 0 商店 

（中央商店街（一番街、三番街、四番街、五番街） 

三和本通商店街、新三和商店街、尼セン、リベル 

三和市場、神田市場、ナイス市場、三和西町、神田新道）

商店街の類型 ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ 元気街ホームページ 

          http://www.genki.or.jp/  

          楽天・アマガサキタウンホームページ 

（メイドインアマガサキ） 

          http://www.rakuten.co.jp/mia/ 

 

   

   

    アマレンジャーの勇士たち 

 

 

兵庫県 
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(6 )中国・四国 

 
    高松丸亀町商店街（香川県高松市）・・・・ 62 

 

  松山中央商店街（㈱まちづくり松山） 

           （愛媛県松山市）・・・ 64 
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商店街で取り組むタウンマネージメントプログラム 

④より合理的な土地利用を進めること 
⑤地価の高値安定によってもたらされる問題
に対応すること 

⑥不動産賃貸業としての商店主の増加に対応
すること 

 
○マーケット調査から 
1）ドライブタイム 1 時間圏の人口など都市勢
力圏は四国随一で都市型商業のポテンシャ
ルが高いこと、2）歴史的・地勢的に東京と
直結の意識が強い土地柄だが（たとえば子弟
の進学先は関西より東京）、本四架橋以降地
元を大事にしようという機運が急速に高ま
り「高松型ライフスタイル」が求められるよ
うになっていること、3）市民には経済的・
時間的・社会的ゆとりがあり、多様なレジャ
ー・ホビーが展開されている良質なマーケッ
トであること、などが見いだされた。 

 

土地の所有と利用を分離した商店街マネージメント等の実現。 

デザインコード 
 
地区計画 
・ 地区整備方針 
・ 地区整備計画 
デザインコード 
・ デザインコード 
・ 協定（運営体制） 

事業プログラム 
 
合意形成 
全体と街区の調整 
・ 事業費 
・ スケジュール 
・ コンセプト 
事業スキーム 
・ 活用制度の検討 
・ ビジネスモデル 
資金調達システム 
・ サスティナブルな更新をめ
ざして（経済的自立） 

 

MD戦略 
 
ゾーニング 
・ 各街区の性格づけ 
高松スタイル構築と普及 
・ LOHASを基調に 
・ スローフードから食を提案 
・ 情報誌発行 
モノづくりシステム 
・ 悉皆屋システムによる地域
職人との連携 
アートプロジェクト 
市民参加 

 

目標・方針（数値目標） 
・ 高松市の市民が集うメインストリートとなる。コンパクトシティづくりへ寄与（来街人口、商業床面積） 
・ 来街者も住民も、時間をゆっくりかつ楽しく過ごせる快適・ゆたかな公共空間がある。 
・ 定住している住民がおり、楽しく快適な生活をおくっている。（住宅戸数） 
・ 市民の活発な文化活動や社会課題（高齢化とニートなど）解決の活動を支える施設がある。 
・ 郊外からの住民も集いやすい。（駐車場の規模など） 
・ 生活スタイルを提唱、哲学をもって常に市民のニーズに応える。 
・ 自立した経済をサスティナブルに維持（売り上げ、公共への還元） 
・ 土地の合理的利用 
・ コミュニティを育み支える建築・住宅・施設 

タウンマネージメントプログラム 

○！  ここがポイント 

■事業実施の背景 
○商店街の現状とその分析 
高松丸亀町商店街は香川県の県庁所在都
市・高松の商店街である。約1 5 0 店舗からな
る商店街の総売上は、最盛期の1 9 9 2 年には
2 7 0 億円、通行量3 0 0 0人/日に達していた。
しかしすでに1 9 8 0 年代には通行量の停滞現
象が観察されており、郊外でのショッピング
センター建設が次々と表面化し始めた。通行
量は大幅に減少をはじめ、売り上げが急速に
落ち始め、売り上げ、通行量共に、最盛期の
5 0％減となっている。 
 
○丸亀町商店街の課題 
商店街が確認してきた課題は以下の６項目
がポイントである。 
①商店街における業種の偏りを正すこと 
②魅力的な都市空間を創り出すこと 
③居住人口の減少に歯止めをかけ、定住人口
の確保を図ること 
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所在地    ： 高松市丸亀町 
組合員数   ： 1 0 4 名 
商店街の種類 ： 広域型商店街 
関連 U R L   ：  

h ttp ://w w w .m aru gam em ach i.n e.jp  

 

 

 

香川県 

○これまでの商店街活性化事業 
1 9 6 3 年に本格的なアーケードを設置、1 9 8 4 年には
それを一新し、現在に至る。1 9 7 0 年代には駐車場の整
備に乗り出した。販促・イベント、カード事業、清掃な
どマネージメント事業はもちろん、テレビガイド、ポケ
ットパーク、コミュニティ施設などおよそ商店街で考え
られることはすべて取り組み、いずれも水準以上の成果
をあげてきた。 
特に駐車場に関しては、現在7 6 9 台の駐車台数とな
っており、その内訳は、北駐車場自走式（7階8層、2 9 6
台）、南駐車場機械式（2基、7 7 台）、第三駐車場（機
械式7 1 台）、第四駐車場（自走式3 2 5 台）である。こ
れに加え、A 街区駐車場（自走式2 1 9 台）を現在建設中
（2 0 0 6 年1 1月竣工予定）である。 
 
 
■ 事業の概要 
○商店街コンセプト 
2 0 0 5 年1月に高松丸亀町商店街A 街区第一種市街地
再開発事業が着工した。再開発によって土地の所有と利
用を分離し、適切なテナントミックスを実現しようとし
ている。A 街区に続き、商店街の他の街区でも共同建替
えや店舗の改修をしていきたいという気運が高まって
いる。A 街区の再開発は丸亀町商店街一新の第一歩であ
り、これに続く開発は商店街全体を見据えたマネージメ
ントの基にコントロールされなければならない。 
高松丸亀町商店街振興組合は「丸亀町をどのようなま
ちにしたいか」をまとめ、唯一最大のゴールを「高松市
民が集い憩う場所になること」とした。都市には、市民
が集い憩う、市民生活の中心となる場所が必要だ。中心
の存在はコミュニティ成立の基本である。都市の経済に
も欠かせない。丸亀町は、高松市の都市構造から見ても
っとも中心にふさわしい位置にある。丸亀町にとって
も、適切なマネージメントの元に、機能や空間を整備し、
市民の期待に応えていくことが生きのびる唯一の道と
確信する、とし、このゴールを実現する9つの目標・方
針を掲げた。 
 
■事業実施の効果と課題 
これら９つの目標・方針を実効性あるものにあるため
具体的なプログラムを平成１７年度に策定した。今後は
これらプログラムを有効に活用し、消費者ニーズに対応
した小規模な共同建替えやファサード改修を連鎖的に
行い、商店街全体にデザインコード、事業プログラム、
M D 戦略を波及させていくことが目標・課題である。 

丸亀町商店街の現状 

再開発前の丸亀町 A街区（2004年 10月） 丸亀町第四駐車場（2004年 4月オープン） 

丸亀町商店街 A街区再開発ビル（2006年 11月完成予定）

高松丸亀町商店街 

                                                - 63-  



 

 

 

 

 

  

 

商
店
街
等
活
性
化
事
業
の
事
例 

 

愛
媛
県
松
山
市 
松
山
中
央
商
店
街
（
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
松
山
） 

    道路空間を活用した情報発信事業を実施 

■ 事業実施の背景 

 松山中央商店街は銀天街・大街道の４商店街で構

成される。平成 1 4 年度から 1 6 年度に大手百貨店

ＯＢを商店街マネージャーとして活用した商店街

マネジメント対策事業により、商店街が 1 つの事

業体となってまちづくりに取り組む基盤が確立さ

れてきた。 

これをきっかけとして「自分たちのまちは、自分

たちでつくる」を合言葉にまちづくり会社「株式会

社まちづくり松山」が平成 1 7 年 7 月 1 日に設立

された。 

同会社は、中心市街地の商業等活性化重点区域に

おける活性化事業の実施主体として、積極的に地域

のまちづくりに取り組むことで、同区域の活性化を

図ることを目的とし、収益事業の実施による自立的

経営を目指し、様々な公益事業等に責任をもって取

り組んでいく事業者（組織）である。      

また、株式会社ではあるが、収益事業で得た利益

について、株主への利益の分配は行なわず、自主的

なまちづくりの経費に充当することで補助金に頼

らない、自立したまちづくり事業を展開している。 

■ 事業の概要 

○道路空間活用まちづくりモデル構築事業 

 松山中央商店街の大街道入口前の地元銀行支

店壁面に、大型映像装置１基とアーケード内全域

にプラズマディスプレイ等 2 3 基を新たに設置。

坊っちゃん広場前の銀天街入口に既に設置され

活用中の大型映像装置「ギャラクシービジョン」

を合わせた同商店街内における情報受発信シス

テムを構築、一元化を図る。 

アーケード内の道路空間に設置したシステム

を利用し、各種情報や企業広告等の情報発信を行

いながら、財政基盤の確保を図るとともに、中心

市街地の環境整備やイベント事業等のまちづく

りに還元し、中心市街地活性化に寄与する。 

また、同システムにて商店街・個店情報の定期

発信と市民からの情報を受信することで消費者

への来街動機の発掘を行い、商店街の賑わいを再

生する。 

 

 
 商店街のアーケード内の道路空間（公共空間）を活用した大型映像装置によ
り情報発信事業を実施することで、財政基盤の確保を図り、まちづくりに還元。

○！  ここがポイント 

アーケードに懸架したプラズマ

ディスプレイ等の大型映像装置 
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 同事業の採択とまちづくり会社「㈱まちづくり松

山」設立を契機とし、アーケード内の道路空間（市

道）を活用した広告収益事業を実施するため、商店

街マネジメント対策事業で構築した道路空間活用

のルール等をベースに市の関係各課と「㈱まちづく

り松山」が、イベントや商品陳列等にかかる道路管

理の協定と、アーケードに懸架する屋外広告物に関

する協定を締結し、同事業の実施を実現した。 

 
■ 事業の課題 

①情報発信事業の維持・向上 

自立したまちづくりを実施していくためには、

必要経費を抑制し、活動費となる自主財源を確保

することが必要である。 

また、各種情報や広告など情報発信事業の質等

の維持向上にも取り組まなければならない。 

②商店街・個店と連携した魅力ある情報発信 

来街者や市民のニーズを捉えた魅力ある情報

の発信を行うことが重要であり、商店街及び個店

と連携した魅力あるイベント及び商品・サービス

の情報を発信することが必要である。 

③消費行動に繋がる集客イベントとの連携 

大型映像装置を活用した商店街集客イベント

と連動し、来街者の消費行動に繋がる積極的な宣

伝広告等の情報発信が必要である。 

④広報活動の強化 

消費者及び市民への認知度を高めることによ

り、企業等からの広告掲出が増加し、財政基盤の

確保に繋がることから、有効な広報強化が望まれ

る。 

 

松山中央商店街 
所在地  ：松山市 

店舗数  ：約 3 6 0 店舗 

延長   ：約１ｋｍ 

類型   ：広域型 

 

株式会社まちづくり松山 
所在地 ：松山市 

資本金 ：１，０００万円 

株数  ：１００株 

（平成 1 8 年 3 月 1 日現在） 

 

愛媛県 

                                          - 65-  



����



 

(7)九州・沖縄 

 

    佐世保市内２商店街（長崎県佐世保市）・・・ 68 

 

  長崎市中央地区商店街（長崎県長崎市）・・・ 70 

 

     ストリート・アートプレックス熊本実行委員会 

   （熊本市内６商店街）（熊本県熊本市）・・・ 72 

 

  宮崎市内６商店街（宮崎県宮崎市）・・・・・ 74 

   

   中央地区商店街（鹿児島県鹿児島市）・・・・ 76 

   

   那覇市国際通り４商店街（沖縄県那覇市）・・ 78 
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商店街が市民参加の「イベント会場」 

■事業実施の背景 

 長崎県北部に位置する佐世保市は、烏帽子

岳、将冠岳を主峰とする２山系に挟まれてい

るという地形的な特徴により、市中心部に商

店街、公共施設、病院等が高密度で集積する

コンパクトシティの様相を呈している。中で

も四ヶ町、三ヶ町商店街は、日本一長いとい

われる全長約１ｋｍの直線アーケード「さる

くシティ４０３」に位置し、県北地域におけ

る中心商店街の役割を果たしてきた。 

しかしながら、基幹産業であった造船業の

不振や大型商業施設の郊外展開等により商業

環境が厳しくなる中、中心市街地の空洞化を

危惧した若手経営者が中心となって、にぎわ

いの創出を目指した取組みを進めることとな

った。 

その背景には、商店街には「若者」、「馬鹿

者」、「よそ者」が必要であるとの考えのもと、

商業者や市民、行政との連携を進め、まちづ 

くりをリードする商店街リーダーの存在が指摘でき

る。 

 

■事業の概要 

①市民参加型イベント「きらきらフェスティ 

 バル」、「きらきら大パーティ」 

たとえ売上に結びつかなくても、まちは人が集ま

り、交流し、感動と楽しさを感じる場であるべきと

の想いから、平成 8 年度より「きらきらフェスティ

バル」が実施されている。  

 街内に飾られる１００万個のイルミネーションの

購入費は市民による１口１，０００円の募金で賄わ

れている。 

 アーケードを開放し、１人千円の参加費で持ち込

み自由という「きらきら大パーティ」には約５，０

００人の参加があるなど、ユニークな市民参加型の

イベントが実施されている。 

 イベント期間中はコンサートや仮装大会など多数

のイベントが開催されるほか、まちなかでの結婚式

「きらきらウェディング」が実施されるなど、住民

から強い支持を得ている。 

 

②Y O S A K O Iさせぼ祭り 

 商業者等が企画運営に参加している「Y O S A K O I

させぼ祭り」は、市内１３会場を舞台に２０万人を

集める規模で、地元住民をはじめ遠くは韓国からの

参加者もあるなど、市内最大のイベントとして成長

した。 

 企画運営する若手経営者達は連日、朝７時からの

会議を重ねるなど、非常に精力的に関わっている。

 

 

 
１口１，０００円でイルミネーションの提供者を市民から募るなど、イベン
トの主役を「市民」とすることにより商店街と市民の一体感の醸成。 

○！  ここがポイント 

 
きらきらフェスティバル 
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③地権者を巻き込んだ空き店舗対策 

 商店街では、テナント賃料を適正水準に引き下

げるよう地権者に働きかけたこともあるなど、街

内には空き店舗はほとんど見かけられない状況と

なっている。 

 

■事業の効果 

 きらきらフェスティバルにおけるイベント参加

者は、平成１５年度：７０，６００人、平成１６

年度：７３，６００人と増加しているほか、イベ

ントの規模も年々拡大している。 

 住民参加型というコンセプトが市民に浸透して

おり、市中心部における交流人口やにぎわいの創

出に貢献するとともに、まちづくりに対する住民

参加意識の向上につながっていると言える。 

 

きらきらウェディング I

佐世保市内２商店街 
所在地    ：佐世保市 

会員数    ：２商店街 １６７商店 

（三ヶ町商店街、四ヶ町商店街） 

商店街の類型 ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ  ： 

h ttp ://w w w .yon kach o.com / 

h ttp ://w w w .in tern et-sh op p in g.co.jp /su n p laza/ 

 

 

きらきら大パーティ 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

長崎県 
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携帯電話、パソコンによる駐車場満空情報発信 

■事業実施の背景 

長崎県長崎市は、元亀２（１５７１）年の

ポルトガル船入港を機に、海外との交流によ

って栄え、文化・産業・経済などの面で他に

類をみない国際色あふれる文化都市として、

国内有数の観光都市の顔を持っている。その

中心市街地に位置し、県下最大の商業集積で

ある浜町を中心とした中央地区では、市民に

『浜んまち』として愛される6商店街と周囲の

9商店街が集まり、長崎市中央地区商店街連合

会を組織している。 

長崎は坂の町と言われ、また、異国情緒に

富み、独特の表情を持った道路空間となって

いる。長崎市中心部は平坦地ではあるものの、

道路状況は、道が狭い、一方通行が多いなど

難点が多い。また、最近では駐車場不足が緩

和し、街全体としての駐車台数の供給量は満 

たしているものの、小規模の駐車場が散在し、一

般的には「車でお買い物に行きにくいまち」とい

うイメージが定着していた。 

長崎市中央地区商店街エリアマップ 

 

■ 事業の概要 

長崎市所有の「長崎市駐車場案内システム」

（以下、ＮＰＩＳ）の満車・空車等の駐車場情

報（以下満空情報）を長崎市から提供を受け、

リアルタイムで携帯電話やパソコンでユーザ

ーに提供している。平成1 8年度には、加盟駐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム概要 

 

 
地区内に散在する駐車場へのアクセス支援を行うことで、商店街に人を呼び
込む新しいシステムを整備。 

○！  ここがポイント 

商店街 

w w w .tom u u d e.com

駐車場 

ＮＰＩＳ

Ｌモードor 

加盟駐車場情報

携帯電話・パソコン 

お客様が駐車場を検索 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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長崎市中央地区商店街 
所在地：長崎市 

会員数：1 5商店街 9 2 9 商店 

（浜市商店連合会、長崎浜市観光通商店街、長崎浜市

電車通商店街、長崎万屋通り商店街、長崎鍛冶市商

店街、 油屋町商店会、長崎市中通り商店街、長崎

市築町商店街、広馬場商店街、思案橋ガス灯通り商

店街、思案橋市会、銅座町商店街、西浜通り商店街、

長崎新地中華街商店街、新地湊市商店街） 

商店街の類型：広域型商店街、地域型商店街 

ＵＲＬ：http ://w w w .tom u u d e.com /  

 

 

 

 

 

 

 『とむ～で』とは？ 

「どこの駐車場にとむ～か？」、「ここにとむ～で！」

長崎の方言で（車を）「停めようよ」を「とむ～で」

と言うことから、市民に親しみやすく、システムの内

容をずばり表現しているとして決定された。 

 

長崎県 

加盟駐車場情報 

車場のうち、このＮＰＩＳに対応している2 2箇所

以外の駐車場に対しても、新たな方法としてＬモー

ド端末で情報を取り込むこととしている。 

 

 

広報チラシ 

 

■ 事業の効果 

商店街と駐車場とはこれまでお買い物駐車券の

発行で連携を取っていたが、さらに本事業により商

店街との連携のメリットを生み出し、加盟駐車場を

増やしまちの機能を向上させることで、来街者への

サービスアップにもつながるものと見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業の課題 

「車でお買い物に行きやすいまち」というイメー

ジを作り、地区全体で来街者のアクセス支援を行お

うという目的であるが、本事業のみで来街者増を見

込めるものではない。今後、地区内の各商店街のイ

ベントやＨＰ等と連携し、事業を打ち出していくこ

とが大切となってくる。 

平成1 7年1 2 月1日稼動後アクセス数実績 

 

平成1 7年１２月：７，６１２件 

平成1 8年 １月：５，７３８件 

２月：５，５５３件 
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まちを舞台にストリートパフォーマンスを展開

■ 事業実施の背景 

平成１３年から平成１５年にかけて、大型

店の倒産や撤退が相次ぎ、熊本市の商業界は、

大きな転換期を迎えた。 

その一方で、平成１４年に、熊本市中心市

街地には２つの再開発ビルが誕生し、熊本市

現代美術館も新たな熊本市中心市街地の顔と

してオープンした。 

このような状況の中、「熊本市の中心市街地

のために、商店街の通りを活用して何かでき

ないか？」と商店街の青年部を中心に企画さ

れたのがストリート・アート・プレックスで、

熊本市現代美術館のオープンを記念して、熊

本T M O （熊本商工会議所）の事業で取り上げ

たのが始まりだった。 

街角に、いつも音楽やアート・パフォーマ

ンスがある状態。それを都市の文化として根

付かせていきたいというコンセプトは、商店

街組織の枠を超えた、青年部の人たちとその

同世代の仲間たちによって作られた。 

 

■ 事業の概要 

お祭のような一過性のイベントではない

「継続的な仕組みづくり」に重点を置いて、

年間になるべく数多くアートパフォーマンス

を開催することを目指している。クラシック

から前衛的な表現者まで、幅広いアーティス

トに活躍の場を提供し、運営している。 

⑤ＯＮ ＴＨＥ ＣＯＲＮＥＲシリーズ 

 中心市街地のオープンスペースでのジャズ・ボサ

ノバなどのコンサート。月１回程度（不定期）のペ

ースで開催。 

 

⑥Ｇｒｅａｔ Ｃｏｍｐｏｓｅｒ Ｍｅｍｏｒｉａ

ｌシリーズ 

バッハ、ショパン、ベートーベンなどのクラシッ

ク作曲家やボブ・マーリー、ジョン・レノンなどミ

ュージシャンの命日にあわせて、熊本在住のアーテ

ィストによるコンサートを行っている。 

 

■事業の効果 

① 商店街組織の枠を超えた連携体制 

これまで横のつながりに乏しかった商店街同士で

連携が深まり、意志の疎通が図られるようになり、

また、行政・商工会議所も事業運営の役割を担うこ

とで、官民一体となった連携体制が確立された。 

 

② 市民から支持される声（反響） 

商店街の通りや公共スペース等オープンパブリッ

クな場所で開催することで、市民が日常の中で芸術

に触れる機会を演出している。また、市民への出演

公募や子どもたちが出演するイベントも展開してお

り、回を重ねるごとに市民からの支持が増えている。

 

■ 事業の課題 

① 自主財源の確保 

熊本市の補助期間には限度があるため、事業の継

続には、「運営財源の確保」が最大の課題となる。今

後は、自主興行の実施などにより、収入の確保を検

討する必要がある。 

 

② 広報活動の強化 

認知度を高めるための有効な広報活動の展開が必

要。今後は、特に、九州新幹線の全線開通を見据え、

県外へも積極的な広報を行う必要がある。 

① ストリート・アート・プレックス 

 ストリート・アート・プレックスの集大成として

のイベント。音楽・舞踏・絵画・書家等による多様

なパフォーマンスを中心市街地で一体的に展開。毎

年1 0月に開催しており、平成1 7年は1 0月1 5 日に

開催。 

 

②ストリート・アート・プレックス JA Z Z

O P E N  

熊本市内外のジャズ演奏家による夏のストリー

トライブ。平成1 7年は、８月６日に開催。 

 

③ストリート・アート・プレックス 大道芸 

大道芸人によるストリートパフォーマンス。毎年

３月に開催。 

 

④ストリート・アート・プレックス ＫＩＤＳ Ｏ

Ｎ ＴＨＥ ＣＯＲＮＥＲ 

子供たちによるストリートパフォーマンス。平成

1 8年３月より開始。 

 

Ｇｒｅａｔ Ｃｏｍｐｏｓｅｒ Ｍｅｍｏｒｉａｌ 

ストリート・アートプレックス熊本

実行委員会 

（熊本市内６商店街） 
所在地    ：熊本市 

会員数    ：６商店会１３４９商店 

（上通商栄会、下通繁栄会、新市街商店街振興組合、熊本市中

央繁栄会連合会、シャワー通り商店会、安政町商興会） 

商店街の類型 ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .artp lex.jp / 

 

熊本県 

 

 
郊外型大型ＳＣには真似できない独自の都市文化を根付かせることを目指
し、ストリートパフォーマンスによる魅力づくり。 

○！  ここがポイント 
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まちを舞台にストリートパフォーマンスを展開

■ 事業実施の背景 

平成１３年から平成１５年にかけて、大型

店の倒産や撤退が相次ぎ、熊本市の商業界は、

大きな転換期を迎えた。 

その一方で、平成１４年に、熊本市中心市

街地には２つの再開発ビルが誕生し、熊本市

現代美術館も新たな熊本市中心市街地の顔と

してオープンした。 

このような状況の中、「熊本市の中心市街地

のために、商店街の通りを活用して何かでき

ないか？」と商店街の青年部を中心に企画さ

れたのがストリート・アート・プレックスで、

熊本市現代美術館のオープンを記念して、熊

本T M O （熊本商工会議所）の事業で取り上げ

たのが始まりだった。 

街角に、いつも音楽やアート・パフォーマ

ンスがある状態。それを都市の文化として根

付かせていきたいというコンセプトは、商店

街組織の枠を超えた、青年部の人たちとその

同世代の仲間たちによって作られた。 

 

■ 事業の概要 

お祭のような一過性のイベントではない

「継続的な仕組みづくり」に重点を置いて、

年間になるべく数多くアートパフォーマンス

を開催することを目指している。クラシック

から前衛的な表現者まで、幅広いアーティス

トに活躍の場を提供し、運営している。 

⑤ＯＮ ＴＨＥ ＣＯＲＮＥＲシリーズ 

 中心市街地のオープンスペースでのジャズ・ボサ

ノバなどのコンサート。月１回程度（不定期）のペ

ースで開催。 

 

⑥Ｇｒｅａｔ Ｃｏｍｐｏｓｅｒ Ｍｅｍｏｒｉａ

ｌシリーズ 

バッハ、ショパン、ベートーベンなどのクラシッ

ク作曲家やボブ・マーリー、ジョン・レノンなどミ

ュージシャンの命日にあわせて、熊本在住のアーテ

ィストによるコンサートを行っている。 

 

■事業の効果 

① 商店街組織の枠を超えた連携体制 

これまで横のつながりに乏しかった商店街同士で

連携が深まり、意志の疎通が図られるようになり、

また、行政・商工会議所も事業運営の役割を担うこ

とで、官民一体となった連携体制が確立された。 

 

② 市民から支持される声（反響） 

商店街の通りや公共スペース等オープンパブリッ

クな場所で開催することで、市民が日常の中で芸術

に触れる機会を演出している。また、市民への出演

公募や子どもたちが出演するイベントも展開してお

り、回を重ねるごとに市民からの支持が増えている。

 

■ 事業の課題 

① 自主財源の確保 

熊本市の補助期間には限度があるため、事業の継

続には、「運営財源の確保」が最大の課題となる。今

後は、自主興行の実施などにより、収入の確保を検

討する必要がある。 

 

② 広報活動の強化 

認知度を高めるための有効な広報活動の展開が必

要。今後は、特に、九州新幹線の全線開通を見据え、

県外へも積極的な広報を行う必要がある。 

① ストリート・アート・プレックス 

 ストリート・アート・プレックスの集大成として

のイベント。音楽・舞踏・絵画・書家等による多様

なパフォーマンスを中心市街地で一体的に展開。毎

年1 0月に開催しており、平成1 7年は1 0月1 5 日に

開催。 

 

②ストリート・アート・プレックス JA Z Z

O P E N  

熊本市内外のジャズ演奏家による夏のストリー

トライブ。平成1 7年は、８月６日に開催。 

 

③ストリート・アート・プレックス 大道芸 

大道芸人によるストリートパフォーマンス。毎年

３月に開催。 

 

④ストリート・アート・プレックス ＫＩＤＳ Ｏ

Ｎ ＴＨＥ ＣＯＲＮＥＲ 

子供たちによるストリートパフォーマンス。平成

1 8年３月より開始。 

 

Ｇｒｅａｔ Ｃｏｍｐｏｓｅｒ Ｍｅｍｏｒｉａｌ 

ストリート・アートプレックス熊本

実行委員会 

（熊本市内６商店街） 
所在地    ：熊本市 

会員数    ：６商店会１３４９商店 

（上通商栄会、下通繁栄会、新市街商店街振興組合、熊本市中

央繁栄会連合会、シャワー通り商店会、安政町商興会） 

商店街の類型 ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .artp lex.jp / 
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郊外型大型ＳＣには真似できない独自の都市文化を根付かせることを目指
し、ストリートパフォーマンスによる魅力づくり。 

○！  ここがポイント 
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イベント事業で商店街・大型店との共生協働 

■ 事業実施の背景 

 本市は、宮崎県の県都であり、南九州にお

ける政治・経済・文化の中心的役割が期待さ

れる人口約３７万人、面積５９６．８０ の

中核都市である。宮崎市の中心市街地は、宮

崎県の中心市街地でもあり、県の中心・中核

都市として都市機能や風格等を備えたまちで

あることが望まれており、「いろいろな人が

様々な目的（＝夢）をもって中心市街地を訪

れ、思い思いの時間を過ごすことができる（＝

育む）みんなにとって必要不可欠な場所とし

て在り続ける（＝夢を育むみんなの街）」を基

本コンセプトにしている。 

 しかしながら、宮崎市中心市街地を取り巻

く環境は、平成９年から平成１４年の間に人

口が約１２％増加しつつも、宮崎市全体の小

売業販売額が８．７％（商業統計）減少した

のに対し、中心市街地のメインストリートで

ある橘通り３丁目東側で２２．１％、西側で

２８，３％の減少となっており、商業機能の

郊外分散化の影響を受けている。 

 また、ファッションの中心である若草通り

アーケードの空き店舗率が、平成１５年９月

の５％から平成１７年３月には１４．４％に

悪化するなど、空き店舗の増加はさらに進み、

中心市街地活性化区域内の通行量も平成１０

年度より減少傾向が続き、平成１６年度は休

日・平日合計で１６７，１７１人、さらに１

７年度は郊外型大型店の出店が行われ、１５

２，３３１人で平成１０年度と比較し、約３

４％の減少となっており深刻な状況となって

いる。 

 そこで、この状況を打破するために平成1 7

年４月に宮崎市の中心市街地を維持、再生、 

発展させるために周辺の６商店街、５大型店を中

心としたエリアを一つのショッピングモールと

見立て「D o まんなかモール」と名づけ、各商店

街、大型店が団結し、お客様の利便性を高め、快

適な空間を生み出すために、共同の販促イベント

事業を実施することでの中心市街地の活性化を

目指してきた。 

 

■ 事業の概要 

 D o まんなかモールでは、各商店街、大型店の代

表者からなる「D o まんなかモール委員会」、さらに

は外部の学識経験者、行政関係者、市民団体関係者

からの助言、協力を得るための「D o まんなかモー

ル協議会」が発足した。 

 そのような中、月１回開催される委員会では各商

店街・大型店の情報交換やイベントの予定、反省、

今後の取組みなどが協議され、実際のイベント実施

に関わる委員会内の販促部では、毎週月曜日の午前

８時から早朝ミーティングを行い、情報の共有化の

徹底を図っている。 

 具体的には、「いつでも楽しい中心市街地」「何か

しら面白いことをやっている中心市街地」といった

地域密着型のコミュニティ創設を目指し、「ファッ

ションショー」「サンデーマーケット」「ダンスショ

ー」「まちかどコンサート」など市民参加による多

彩なイベントを日常的に導入するための運営シス

テム事業を行ってきた。 

 また、同時に「まちづくり部会」を中心に花の植

栽・管理や「９時までナイト」と銘打った営業時間

延長などにも取り組んでいる。 

 

事業の効果 

 商店街、大型店の垣根を越えた共同イベント事業

（平成１７年度は８４イベント、２３，５５０人の

 

 
商店街の「線」、大型店の「点」を結び、「面」（商店街と大型店の連携のと
れたエリア）への展開、D o まんなかモール全体で賑わいを創出。 

○！  ここがポイント 
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集客「３月２４日現在」）の実施や月一度の委員会、

毎週の早朝ミーティングなどにおける活発な議論を

通じて、中心市街地の現状への危機感や今後の望む

べき「まちの姿」に対する意識の統一が進んでいる。

 また、同時に若手が中心となったイベントでは商

店主、従業員をはじめ各個店の顧客同士にも交流が

図られるなど、「D o まんなか」から幅広いつながり

ができつつある。 

 さらには、タウン誌、コミュニティ FM などにも

イベント企画への参画が得られ連携ができている。

 

■ 事業の課題 

 既存の壁にとらわれない共同制作のイベント実施

や意識の統一は進んでいるが、現実には、準備不足

による告知の遅れやスケジュール管理漏れ等があ

り、改善を図る必要がある。 

 また、イベントによる集客をいかにして店（売上）

へつなげるのか、各個店の魅力や独自性の向上も急

務であることから、情報提供事業（ブログ作成）や

接客ノウハウの合同研修会などを企画している。 

 

宮崎市役所

ＪＲ宮崎駅

Ｄｏまんなかモールエリア

Ｄｏまんなかエリア地図

 

宮崎市内６商店街 
所在地    ：宮崎市 

会員数    ：６商店街 ３１１商店 

（橘通中央商店街、若草通商店街、一番街商店街、 

橘三番街商店街、ハイカラ通り商店街、 

四季通り商店街振興会） 

商店街の類型 ：地域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .m -tow n .in fo/ 

 

 

（まちなかファッションショー） 

（まちなか音楽祭） 

 

宮崎県 
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道路空間の新たな活用による中心市街地の再生 

■事業実施の背景 

鹿児島市の天文館地区商店街は、古くから

「天文館」の名で親しまれ、南九州随一の商

業・飲食・娯楽施設を擁する広域型商店街と

して、今日まで確固たる地位を築いてきた。

しかし、周辺市町の商業基盤の充実や消費者

のニーズの高度化・多様化等により、その優

位性は揺らぎ、中心市街地としての求心力に

かげりが見え始めている。 

そのような変化の中で、平成1 6年３月に九

州新幹線が部分開業し、同年９月には「西鹿

児島駅」から改称された「鹿児島中央駅」の

駅ビル“アミュプラザ鹿児島”がオープン、

さらに、平成1 7年４月には、海の玄関口であ

るウォーターフロントの一街区に鹿児島の味

を中心にした飲食街や特産品を販売する大型

商業施設“ドルフィンポート”が開業し、県

内外から多くの人々が訪れ、それに伴い天文

館地区にも新たな人の流れが生まれつつあ

る。 

このように、天文館地区をとりまく商業環

境が大きく変貌している中、今後は平成2 3年

の九州新幹線全線開業を見据え、上位都市と

の都市間競争がますます激しさを増すことが 

予想される。 

そのため、「天文館地区が一つになった街づく

り」、「鹿児島らしさを追求した街づくり」、「来街

者にやさしい街づくり」など、単に物を買い求め

る場から情報、生活文化、アメニティといった付

加価値を享受する場へと、高次都市機能の付加充

実が求められている。 

（アメニティ空間づくりへの取組み） 

天文館地区は、アーケードの整備により、連続

した広域的なショッピングモールとして多彩な

顔を持っている。そのアーケードと道路等既存施

設を有効活用し、来街者が歩いて楽しいハイアメ

ニティな道路空間づくりや街区連携を図り、さら

には、個店と道路空間が一体となった“新たなに

ぎわい空間”を創出するため、平成1 6 年から２

カ年にわたりアメニティ空間づくり事業を実施

した。 

 

■ 事業の概要 

平成1 6 年は下記①～⑥の事業を実施し、平成

1 7 年は下記①～⑥の事業に加え、⑦子育て交流

事業及び⑧商店街サポーター育成事業といった

ＮＰＯ団体や地域住民等との連携による商店街

活動の新たな可能性に着目した取組みを企画し、

1 0 月2 2 日～1 1 月2 0 日の１カ月間にわたり実

施した。 

① かごしまの観光ＰＲ事業 

② オープンカフェ 

③ イベント 

④ ワゴンセール・貸しスペース事業 

⑤ 花と緑いっぱい事業 

⑥ 街なか案内・道路清掃パトロール 

⑦ 子育て交流事業 

⑧ 商店街サポーター育成事業 

 

 
来街者のアメニティ向上に資する道路空間の多面的な活用と、魅力ある 
歩行空間創出への取り組みの有効性の検証。 

○！  ここがポイント 

 

 

 

 

商店街写真等 
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■ 事業の効果 

オープンカフェは、土日を中心に来街者に休憩

スペースとして活用され、滞在時間の延長につな

がるとともに、従来少なかった通り客とのコミュ

ニケーションも増え、吊り看板、フラッグ、照明

などによる通りの装飾は、幻想的な雰囲気を演出

し、集客に貢献した。また、毎週末を中心に常に

何らかのイベントを開催することで来街者の期待

感が高まり、にぎわい創出も促進された。 

1 カ月間様々なソフト事業による情報発信を続

けたことで、「元気な中心市街地」を市民に広くア

ピールできている。 

そのほか、街路空間やアーケード内のアメニテ

ィを向上させるために、花と緑を使った春の「華・

花フェスタ」や秋の「天文館フラワーフェスタ」、

さらには「天文館夢フェスタ」を開催するなど、

一年を通じた共同イベント等も来街者の好評を得

ている。 

その他の事業も含め、２年続いての事業の継続

実施により、来街者や商店主からみた取組みに対

する評価が高く、官民協働（行政・ＴＭＯ・商店

街等）での実施も円滑に事業を進める上で効果的

であった。また、複数の商店街での取組みは高い

相乗効果があり、面的なにぎわいづくりを行う上

で非常に有効であった。 

■ 事業の課題 

今後、自己財源で恒常的に実施していくにあた

って、事業結果を踏まえた収益創出の仕組みづく

りが急がれるが、自主運営で継続するには道路の

使用形態に一定の“秩序”が不可欠であり、商店

街、出店者、関係機関、来街者の十分な理解と合

意を得られる運用ルールを作成する必要がある。

鹿児島県 

中央地区商店街 
所在地    ：鹿児島市 

会員数    ：１１商店街 ５８３会員 

 （いづろ商店街、天神おつきや商店街、天文館にぎ 

わい通商店街、中町ベルク商店街、天文館はいか 

ら通商店街、天文館本通商店街、中町コア・モー 

ル商店街、照国表参道商店街、納屋通り商店街、 

天文館一丁目商店街、金生通り商店街） 

商店街の類型 ：広域型商店街 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .or.ten m on kan .com / 
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商店街にトランジットモールを導入 

■ 事業実施の背景 

沖縄の県都那覇市のメインストリートとし

て商業の発展に貢献してきた国際通りは、お

よそ１．６ｋｍの２車線の道路で、行政機関、

金融機関、民間企業などが立地する業務集積

地に隣接し、通りには多くの商店が軒を連ね、

百貨店、飲食店、雑貨店等の生活関連商業施

設はもとより、ホテル、土産品店など観光客

を対象とした商業施設も多数存在しており、

「沖縄の顔」として重要な役割を果たしてい

る。 

しかしながら、近年、モータリゼーション

の進展による深刻な交通渋滞と環境悪化、郊

外大型店の進出、新都心地域の開発などによ

り、国際通りは中心市街地としての求心力を

失いつつある。 

このような現状を改善して、開放された道

路空間の活用による商店街の活性化や高齢

者・障害者にやさしいまちづくりを目指して

商店街が取り組んでいるのが「トランジット

モール」の導入である。 

■ 事業の概要 

 トランジットモールとは、歩行者に配慮して、一

般の車両を規制し、公共交通機関だけが通行できる

ようにした商店街という意味である。 

 これまでの取組みについては、那覇市を中心に関

係機関の支援を受け、平成1 3年度、平成1 4年度、

平成1 5年度と３回の社会実験を行い、平成1 6年度

には、これまでの社会実験のための委員会から本格

導入のための委員会に組織を再編成し、平成1 7 年

３月1 3 日には、本格導入に向けての試行実施が行

われた。 

 事業の内容は次のとおりである。 

①国際通りの交通規制（歩行者専用） 

②トランジットバスの運行 

  国際通り内の歩行者（子供、高齢者を含む交通

弱者）の移動支援、モノレールを含む他の交通機

関とのリンク 

③タクシーベイの設置 

  市民の足として定着しているタクシー乗降場 

④オープンカフェの路上での実施 

⑤ストリートパフォーマンスの実施 

⑥商店街による販売促進 

⑦商品荷捌き場の設置 

 

■ 事業の効果 

①来街者数の増加 

これまでの３回の社会実験では、来街者が通常時

（１万８千人）より１．４倍から最大１．９倍（３

万４千人）に増加した。また、試行実施では、時お

り雨が降る中で風が強く、沖縄にしてはかなり寒い

日であったが、社会実験と同様に来街者の期待も高

く、通常時より１．４倍（２万６千人）の来街者が

あった。 

 

 
歩行者に配慮して、一般の車両を規制し、公共交通機関だけが通行できるト
ランジットモールを導入し、人に優しいまち、歩いて楽しいまちの実現へ。

○！  ここがポイント 
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②歩行環境の改善 

③沿道環境の改善 

沿道大気中の二酸化窒素が通常３０ｐｐｂ程度

あるものが、おおむね１５ｐｐｂ以下に低減、騒

音も基準値７０デシベル以上あったものが基準値

以下に低減し、大幅な沿道環境の改善があった。

④売上げの増加 

  ワゴンセール等を行った結果、売上げが増加し

た。 

⑤周辺幹線道路への影響等の確認 

トランジットモールの実施による周辺幹線道路

への影響は少なかったこと等が確認された。 

 

■ 事業の課題 

 平成1 8 年度中に課題を整理、克服し、平成1 9 年

１月～３月の試行実施を経て、平成1 9年４月から本

格実施（毎週日曜日の1 2 ：0 0 ～1 8 ：0 0 ）の予定

である。主な課題としては次のものがあげられる。

①実施運営組織の設立 

②コストのかからない交通規制、費用の圧縮（試行

期間中に段階的実施） 

交通安全要員、交通規制表示（交通規制案内、

交通標識）、規制広報、告知 

③トランジットバスの運行 

バスの確保（低床、小型、環境に優しい）、ルー

ト設定、走行上の安全管理（歩車分離車線ゾーン

の明示方法警察調整）、運営体制及び費用（バス事

業者への委託を含む） 

④オープンカフェの運営管理（賑わい空間づくり）

出店の基準と料金の設定 

⑤タクシーベイの適正位置への設置 

⑥商品荷捌き駐車場の契約、料金負担システムの構

築 

⑦サポーター制度の導入 

  会費を支払う代わりにトランジットバスの無料

乗車等のサポーター特典を設ける。 

那覇市国際通り４商店街 
所在地    ：那覇市 

会員数    ：４商店街５３０商店 

（国際通り県庁前商店街、国際中央通商店街、 

国際大通り商店街、国際蔡温橋通り商店街） 

関連ＵＲＬ  ：h ttp ://w w w .koku said ori.org 
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